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（２） 都市基盤分科会 

 
 

 
 

将来かわごえ像(3) 提言施策(21) 事　　　　　　業(66)

②開発許可制度の見直し（１）（重要）
③開発許可制度の見直し（２）（重要）
④開発許可制度の見直し（３）（重要）

②地域別防災システムの構築（重要）

①都市計画法と制度及び関連法を見直す
検討委員会の構築（重要）

①未来都市「かわごえの顔」創造整備と計
画検討市民会議の設立（重要）

②本庁管内（旧川越市）の整備　保全・調
和・創造のシステムづくりと地区計画の構築
（重要）

①地域福祉共生のまちづくりモデル地域構
想の推進（重要）

②二つの行政核　現庁舎の整備/拡充と新
庁舎建設計画
文化／教育核の充実　広域行政・業務核の
建設計画
検討委員会の設置（重要）

④未来文化都市「かわごえの顔」創
造／整備と二つの行政核（二つの
市庁舎）建設整備計画の推進

①市民のためのまちづくりシステム構築と
「まちづくり条例」の制定（最重要）

②市民による市民のためのまちづく
り推進体制づくりと「まちづくり条例」
の制定

③川越市駅前整備～本川越駅との連携強
化と地域再生委員会の構築（重要）

⑤新たな地域福祉共生（少子・高
齢・福祉）のまちづくりと基盤整備の
推進

③土地区画事業（組合施行）の促進（重要）

⑥地場産業／新産業誘致のための
基盤整備による活力と魅力のある
まちづくり ②地場産業復興・再生システム検討委員会

の設置
③新産業誘致とそのための基盤整備検討
委員会の設置

①安全／信頼をテーマとする商・農一体型
地域循環経済システムの構築（重要）

①総合地理情報管理システム（全庁電子シ
ステム）の構築（重要）

③新興住宅地域の整備再開発・保全・創造
のシステムづくりと地区計画の構築（重要）

②市内各駅周辺の整備計画の推進（重要）

③川越駅西口周辺地区・市内各駅
周辺の地域特性を活かした整備事
業・土地区画整理事業促進

①川越駅西口周辺地区施設整備構想（重
要）

①伝統を受け継ぎ、人と環境
が調和し、新たな文化を創造す
る、誰もが生きがいを持てる成
熟したまち

①都市計画法に基づく区域、区分
（市街化区域、市街化調整区域）及
び関係法・規制の見直し

⑦総合地理情報管理システムの構
築とそれを活用した地域別の詳細
な防災地図の整備

 

【分科会として扱った主なテーマ】 

土地利用、都市整備、交通、上下水道、道路、河川 
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④渋井横流式越流堤防の改善（重要）

①川越市総合交通体系構築を前提とした調
査・計画策定（最重要）

②人と環境が奏でる新たな文
化創造都市かわごえ～住み続
けたくなる成熟した都市をめざ
して～

②３０万人規模の都市を前提とした道路・交
通施設再生計画策定（最重要）

④観光資源を有機的に連携するサイン計画
の策定（重要）
⑤街路の緑化推進と維持管理制度の策定
（重要）

①一番街及び周辺街路の新交通システム
策定（最重要）

③鉄道三線踏切りの交通渋滞解消と三駅
連携手法の策定（重要）

①地域特性に配慮した道路・交通計画の策
定（重要）
②安心で安全な生活道路環境の構築（重
要）
③鉄道駅アクセス性・利便性改善計画の策
定（重要）

①新たな交通システム導入計画の策定（重
要）

①大型公共投資としての新清掃センター建
設計画の根本的見直し（重要）
②市民球場を含めた総合的運動公園建設
計画等の推進を検討する（重要）

①商農一体かつ総合的な自然環境の保全
と創造の推進（重要）

③大型公共投資のあり方を根本的に見直す
システム形成の構築（重要）

②身近に心安らぐ憩い場、地域コミュニティ
パークの整備（重要）

⑨市街化周辺農地の自然環境の保
全と市民の公園兼安らぎ・憩いの場
の整備（公園不足とコミュニティの場
対策）

③計画的道路整備事業の推進（最重要）

④緑ゆたかなゆとりある快適環境空
間を創出する中心市街地再生計画
の策定

③地域特性に配慮した交通手法の
策定と、安心・安全な生活道路の構
築

②中心市街地の電線地中化推進（最重要）

①水害防止対策関係機関協議・連
携体制の確立と河川整備（最重要）

②既往都市計画決定道路を見直し、環状道
路、放射道路の早期実現（重要）

①水害防止対策関係機関協議・連携体制
の確立（最重要）

③新河岸川等の河床、河川敷の維持管理
の徹底と整備（重要）

②荒川等の河床、河川敷の維持管理の徹
底と整備（最重要）

①市民参画システム確立による道
路・交通再生計画の策定（総合的・
体系的な一元管理をめざして）

②既往交通体系の見直しと、新たな
交通システム導入計画の策定

③災害に強く安全・安心で生
活・産業・社会環境基盤が整
備された住みよいまち

⑧新清掃センター計画の規模の縮
小と位置の変更を含む根本的見直
し
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②下水処理施設の体系的普及（重要）

①水道水の水質検査体制の確立

⑤公園墓地の整備の推進（重要）

④農業休耕地及び未利用雑種地の有効利
用

⑧河川敷及び農業の休耕地の有効
利活用（重要）

②伊佐沼水辺総合公園の整備の推進（重
要）

③下水処理施設整備の体系化と徹
底（１００％処理）（重要）

①下水処理施設の完全公営事業化と普及
に対する措置及び対策（重要）

③雨水の一時貯水施設の適正な設置（重
要）

③緑地保全活動と自然林公園指定制度の
検討（重要）

⑥市民芸術の森公園／防災の森公園整備
の推進（重要）

③新河岸川流域親水公園の整備の推進
（旧赤間川）（重要）
④湧水個所を中心に緑豊かな憩いの場とし
て保全・整備

③現在利用している河川敷のスポーツ施設
の拡充整備（重要）

②大型店舗事業所、集合住宅、医療施設等
での雨水利用計画と推奨・認定制度
③一般家庭における雨水利用計画に対す
る推奨・認定制度
④水資源有効利用に関する情報の公開と
顕彰制度

②総合整備・利活用計画に基づく運営管理
システムの構築（重要）

①武蔵野自然林再生・保全・育成事業の展
開（重要）

①市内河川敷全般の総合整備と利活用計
画（最重要）

①河川の自然環境保全・再生と憩い場づく
りの整備（重要）
②自然環境の保全・再生で緑地率増進（重
要）

②自然林保全のための規制（抑制）、監視
の実施（重要）

①初雁城総合歴史公園の整備の推進（観
光を視野に駐車場の整備・防災対策を包括
した計画）（重要）

④水道水の安全確保と水資源の有
効利用（重要）

①河川・河川施設、排水溝の管理の徹底
（最重要）
②雨水排水溝未整備地域等の迅速な整備
（重要）

②水害防止対策の徹底と整備（重
要）

④一般家庭での雨水活用の啓蒙とそのシ
ステムづくり

⑤市民の森公園（常時）／防災の
森公園（非常時）整備計画（中心市
街地及び各地域・地区）（重要）

⑦武蔵野自然林（雑木林）の再生・
保全・育成計画の策定（重要）

⑥自然環境の保全・利用・再生によ
る樹木（みどり）の多い自然環境に
癒されるまちづくり（重要）
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都市基盤分科会（土地利用部会） 

 

① 総論提言シート 「伝統を受け継ぎ、人と環境が調和し、新たな文化を

創造する、誰もが生きがいを持てる成熟したまち」 

 

(1)将来かわごえ像
伝統を受け継ぎ、人と環境が調和し、新たな文化を創造

する、誰もが生きがいを持てる成熟したまち 

理由 

「 時 代 状 況 」  

今、 時 代は 既 に、 未曾 有 の一 大 転換 期の 渦 中に あ る。 

今ま で 産業 社 会や 都市 を 支え 、つ く り 上げ て きた パ ラダ イム (枠 組 み)が既 に 大

き く 崩 れ 、 産 業 社 会 の 根 本 に 内 在 し て い た 矛 盾 が 、 様 々 な 歪 み や 軋 み と な っ

て 急 激 に 顕 在 化 し つ つ あ る 。 地 球 規 模 か ら 身 近 な 環 境 ま で 、 汚 染 や 破 壊 が 進

行し て いる こ とが その 象 徴と い える 。 

 

｢パ ラ ダ イ ム シ フ ト ・ 枠 組 み の 転 換 ｣ 

社会・都 市を 支 えて きた 効 率的 合 理性 に基 づ く論 理 によ って 構 成さ れ た「機

械 論 的 パ ラ ダ イ ム 」 で は 、 複 雑 な 「 環 境 ・ 生 命 」 に か か わ る 問 題 は 解 決 で き

ない 。 

今ま で 、物 質 的豊 かさ を もた ら して くれ た 産業 社 会の ６原 則「規 格 化」｢分

業化 ｣｢同時 化｣｢集 中化 ｣｢極大 化｣「 中 央集 権 化」は こと ごと く 崩れ 、全く 逆の

流 れ と し て 「 多 様 化 」 ｢包 括 化 ｣「 フ レ ッ ク ス タ イ ム 」「 分 散 化 」 ｢パ ー ソ ナ ル

化｣「ネ ッ トワ ー ク 化」 へ 180 度転 換 して し まっ て いる 。 

今、都市が抱える問題は、「環境問題」、産業等の「空洞化」、「少子・高齢化

問題」等、いずれも様々な要因や状況が相互に干渉・影響しあった複雑な問題

である。山積する難問を解決するためには、新しい時代向けて生態系・自然環

境・社会/生活を対象とする「生命論的パラダイム」への転換が必要である。 

 

「 地 域 主 権 の ま ち づ く り 」 新 し い シ ス テ ム づ く り  

｢地 方 分 権 ｣で よ い の だ ろ う か ？ ｢分 け 与 え ら れ る ・ 分 権 ｣で は な く 、 市 民 主

体の 自 立型 「 地域 主権 の まち づ くり 」を 目 指す べ きで ある 。 

そ の た め に は 、 市 民 ・ 行 政 ・ 議 会 が そ れ ぞ れ の 責 任 を 果 た し な が ら 、 互 い に

協 働 ・ 連 携 し 、 一 体 と な っ て ｢将 来 都 市 像 ｣実 現 へ 努 力 し て い か な け れ ば な ら

ない 。 

市 民 と 行 政 が 協 働 し て 「 新 た な 文 化 を 創 造 す る 」 た め の 計 画 /立 案 を 行 い 、

議会 が 十分 に 検討・審 議す る。そ の ため に はま ず、｢市 民参 画｣と、「情 報 を共

有す る 」シ ス テム づく り が必 要 であ る。 
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「 川 越 市 の ポ テ ン シ ャ ル 」  

川 越 で は 「 地 域 主 権 」 は 成 立 し て い た 。 そ れ が 、 蔵 造 り の 町 並 み で あ り 、

シン ボ ルと し ての「時 の 鐘 」で あ る。周辺 農 村地 帯 と一 体と な って 栄 えた「 商

業都 市 川越 」 は江 戸の 台 所を 賄 える 自立 し た都 市 でも あっ た 。 

今 はた だ、「 文化 遺産 」と いう 名の 観光 資源 とし て扱 われ てい るが 、忘 れ去

られただけで、そこには、新しい時代のまちづくりへの多くのメッセージを秘

めている。そのメタファ（隠喩）の解読こそが川越のポテンシャルを引き出す

「鍵」となる。また、川越には、その鍵によって、ここに掲げる「将来都市像

を」を実現するに十分な資源・環境と活用可能な土地・地域が存在する。 

 

 

(2)かわごえの現状 

○良い所 

①川 越 のポ テ ンシ ャル ・ 潜在 力 ：歴 史的 遺 産 

1.蔵 造 りの 町 並み には ｢時 の 鐘｣をシ ンボ ル とし た 市民 主体 の「 地 域主 権」の

まち づ くり の 確か な骨 格 と手 法 が示 され て いる 。 

 2.周辺地域住民・環境と共生した確かなシステム・川越祭りが継続している。 

 3.歴 史 的 商 業 モ ー ル （ ヒ ス ト リ ッ ク ・ モ ー ル ） が 江 戸 か ら 現 代 ま で 継 続 し

た形 で 形成 さ れて いる 。 

 4.歴 史 的 建 造 物 や 景 観 が ネ ッ ト ワ ー ク 可 能 な 形 で 点 在 し 、 ヒ ス ト リ ッ ク ・

ゾー ン とし て 整備 可能 で ある 。 

②川 越 のポ テ ンシ ャル ・ 潜在 力 ：資 源・ 環 境・ 地 域 

 1.周 辺地 域 農業 の再 生/復 興の 可 能 性が 高 い。 

 2.川 越駅・川越 市駅 周 辺は ヒ スト リッ ク｡モ ール を 未 来へ と つな げ る文 化創

造エ リ アと し て川 越の “ 新し い 顔” とし て 整備 可 能で ある 。   

 3.西 川 越 駅 一 帯 は 新 し い 福 祉 共 生 型 の ま ち づ く り の モ デ ル 地 域 と し て 整 備

可能 で ある 。 

 4.そ の他 市 内に 点在 す る駅 周 辺に 創造 的 まち づ くり が可 能 であ る 。 
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×悪い所 

① 川 越 の ポ テ ン シ ャ ル ・ 潜 在 力 ； 歴 史 的 遺 産 ・ 資 源 ・ 環 境 ・ 地 域 に 対 す る 認

識・ 理 解が な い。 

②時 代 状況 の 分析 と将 来 展望 が 明確 では な い。 

③ご み 問題 を 含む 資源 ・ エネ ル ギー 循環 型 都市 づ くり 戦略 が ない 。 

④地 域 環境 循 環型 産業 ・ 経済 再 生へ の戦 略 が見 当 たら ない 。 

⑤都 市 基盤 の 体系 的整 備/計 画が 示 さ れて い ない 。 

道路 ・ 再開 発 ・防 災・ 上 下水 道 等 

⑥中 心 市街 地 活性 化の ビ ジョ ン が明 確で は ない 。 

⑦ 少 子 ・ 高 齢 化 対 策 を ベ ー ス に し た 安 定 ・ 成 熟 の ま ち づ く り と い っ た 新 た な

都市 形 成の ビ ジョ ン、 シ ステ ム 構築 が見 ら れな い 。 

⑧行 政 サー ビ スな どの 明 確な 改 革が 示さ れ てい な い。 

 

 

(3)将来かわごえ像を実現するための知恵（施策） 

①  都 市 計 画 法 に 基 づ く 区 域 、 区 分 (市 街 化 区 域 、 市 街 化 調 整 区 域 )及 び 関

係法 ・ 規制 の 見直 し 

② 市 民に よ る市 民の た めの ま ちづ くり 推 進体 制 づく りと「 まち づ くり 条

例」 の 制定 

③ 川 越駅 西 口周 辺地 区 ・市 内 各駅 周辺 の 地域 特 性を 活か し た整 備 事業 ・

土地 区 画整 理 事業 促進 

④ 未 来文 化 都市「か わ ごえ の 顔」創造 ／ 整備 と 二つ の行 政 核（ 二 つの 市

庁舎 ） 建設 整 備計 画の 推 進 

⑤ 新たな地域福祉共生(少子・高齢・福祉)のまちづくりと基盤整備の推進 

⑥  地 場 産 業 ／ 新 産 業 誘 致 の た め の 基 盤 整 備 に よ る 活 力 と 魅 力 の あ る ま

ちづ く り 

⑦  総 合 地 理 情 報 管 理 シ ス テ ム の 構 築 と そ れ を 活 用 し た 地 域 別 の 詳 細 な

防災 地 図の 整 備 

⑧ 新 清掃 セ ンタ ー計 画 の規 模 の縮 小と 位 置の 変 更を 含む 根 本的 見 直し 

⑨  市街地周辺農地の自然環境の保全と市民の公園兼安らぎ・憩いの場の整

備(公園不足とコミュニティの場対策) 
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I 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

①  都 市 計 画 法 に 基 づ く 区 域 、 区 分

(市 街 化 区 域 、 市 街 化 調 整 区 域 )及

び関 係 法・ 規 制の 見直 し 

分科 会 名  
都市基盤分科会 

（土地利用部会）

理   由  

法 制 化 し た 時 代 と 社 会 都 市 環 境 が 変 わ っ て き て お り 、 こ の 先 の

人 口 の 減 少 、 少 子 化 、 高 齢 化 の 成 熟 社 会 に 合 わ せ て 規 制 の 廃 止 、

開 発 制 度 の 見 直 し を 行 う こ と で 、 市 民 が 平 等 で ゆ と り の あ る 住 環

境が 整 備さ れ る。  

現   状  

市街 化 区域 内 に未 整備 (農 地 、生産 緑 地 、耕 作 放 棄地 、雑 種地 等)

が多 く 点在 し てお り、都市 環 境で 良 い面（都 市 内空 間 地）もあ り、

悪い 面 （面 的 基盤 整備 が 虫食 い 状態 ）も あ る。 

反 し て 市 街 化 調 整 区 域 内 に 都 市 計 画 法 第 ３ ４ 条 第 １ ０ 号 ロ 、 同

法 施 行 令 第 ３ ６ 条 第 １ 項 第 ３ 号 ホ 等 、 農 家 家 族 の 特 別 優 遇 措 置 と

その 他 開発 行 為等 で開 発 され た 土地 利用 (宅 地、公 共施 設、その 他)

が拡 大 して い るの が現 状 であ る 。 

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

都 市 計 画 法 と 制 度 及

び 関 連 法 を 見 直 す 検

討 委 員 会 の 構 築 ( 重

要) 

都市 計 画法（ Ｓ ４ ３年 ）の 制 定か ら ３６

年 が 過 ぎ て 社 会 情 勢 （ 人 口 の 減 少 ・ 少 子

化・高 齢 化 ）が 開 発か ら 持続 可 能な（ 維持

管理 ）成 熟 社会 に 移行 し 、今 後は 都 市化 の

衰 退 は あ っ て も 市 街 地 の 無 秩 序 な ス プ ロ

ール は 考え ら れな く、現 況の 土 地利 用状 況

を基 に 、用 途 地域 のあ り 方と 開 発許 可に つ

い て 社 会 情 勢 に 照 り 合 わ せ て 根 本 的 に 見

直す 時 期で あ り 、行政 、学 識経 験 者 、及び

市民 に よる 、法と 制度 等 の見 直 す検 討委 員

会 を 構 築 し て 協 議 す る 。（ 行 政 、 市 民 、 学

識者 ） 

・検 討 の主 な 事項 

 市 街 化区 域 、市 街化 調 整区 域 のす べて の

区域（ 全 市 ）の現 状に お ける 土 地利 用で

開発 さ れた 土 地及 び既 存 の宅 地（既 存集

落 ）等 を 市街 化 地 域（区 域 ）その 他 の地

域を 市 街化 調 整地 域（ 区 域） と する 。 

 ・市 街化 区 域内 の２ 年 以内 に 開発 の実 施

短期 

～  

中期 
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予定 が 無い 区 域は 逆線 引 き（ 市 街化 調

整地 域 （区 域 ）す る。 

 ・法 第 ３ ４条 第 １０ 号 ロ 、同法 施 行令 第

３ ６ 条 第 １ 項 第 ３ 号 ホ の 規 定 に 係 る

許 可 の 原 則 廃 止 （ 開 発 抑 制 ）・ 見 直 し

す る 。（ 市 民 す べ て 平 等 、 公 平 の 基 本

に基 づ く） 

 ・す べ ての 人 が 市街 化 地域（ 区 域 ）と市

街化 調 整地 域（ 区 域 ）の 開 発 許可 制 度

に 基 づ き 平 等 に 許 可 を 得 ら れ る よ う

にす る 。 

 ・農業を希望すれば誰でも農地を借りて出

来るよう（法の改正）にして、休耕地、

耕作放棄地の土地活用を図るとともに、

雑種地（資材置き場、未利用地、駐車場

等）の土地利用の転換を規制する。 

2 
開 発 許 可 制 度 の 見 直

し（ １）（ 重要 ） 

社会 経 済・環境（ 人口 減・少 子化・高齢

化・低 成 長経 済・多様 化 社会 ）の 変 化で 地

価も 下 落し 、誰も がゆ と りの あ る住 環境 の

整備 さ れた ま ち（ 優良 宅 地化 ）に 住 みた い

と望 み 、ま た 、市 の社 会 動態 人 口の 転入 を

促進 す るた め にも 、市 街 化区 域 の開 発最 低

敷地 面 積１ ０ ０㎡ (30 坪)から １ ５０ ㎡（ ４

５坪 ）市街 化 調整 区域 内 の既 存 宅地 の敷 地

面積 １ ５０ ㎡（ ４ ５坪 ）か ら３ ０ ０ ㎡（６

０ 坪 ）（ 自 己 用 住 宅 と 同 じ ） に 開 発 制 度 を

見直 す （行 政 、学 識者 、 市民 ） 

短期 

～  

中期 

3 
開 発 許 可 制 度 の 見 直

し（ ２）（ 重要 ） 

少子 、高 齢 化対 策 で 、開 発 面 積２ ０ ｈａ

以 上 の 開 発 で 福 祉 施 設 (開 発 面 積 の ４ ０ ％

以 上 ) を ま ち づ く り に 総 合 的 に 取 り 入 れ

た 、福 祉 住 宅系 の 包括 的 まち づ くり（ 一つ

の 地 域 社 会 が 一 つ の 屋 根 の 下 に 住 む 大 家

族 (三 世 代 )の よ う な 生 活 環 境 を 持 っ た ソ フ

トを ベ ース に 創造 した ま ち ）であ れ ば 、市

街 化 調 整 区 域 で 民 間 に よ る ま ち づ く り (開

発 事 業 ) が 出 来 る よ う に 開 発 制 度 を 見 直

す。 (行 政 、学 識 者 、市 民) 

短期 

～  

中期 
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4 
開 発 許 可 制 度 の 見 直

し（ ３）（ 重要 ） 

社 会 環 境 の 変 化 と 景 気 の 低 迷 で ゴ ル フ

人口 が 減少 し 、多 くの ゴ ルフ 場 が経 営難 に

落ち 込 んで 、倒 産 、外国 企 業 に身 売 りし て

営業 、経営 改 革し て辛 う じて 生 き延 びて い

る企 業 等で 、今後 も急 激 な回 復 は期 待出 来

ない 、そ こ で今 後 の少 子 、高 齢化 対 策の 福

祉施 設 のま ち づく りに 、土地 利 用の 転換 が

図 れ る よ う に 制 度 を 見 直 す 。 (行 政 、 学 識

者、 市 民) 

短期 

～  

中期 
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II 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

②  市 民 に よ る 市 民 の た め の ま ち づ

く り 推 進 体 制 づ く り と 「 ま ち づ く

り条 例 」の 制 定 

分科 会 名  
都市基盤分科会 

（土地利用部会）

理   由  

市 民 が 日 常 生 活 に 密 着 し た 、 地 域 社 会 の き め 細 か い 多 様 な 課 題

に つ い て 、 話 し 合 い を 通 じ て 、 地 域 市 民 参 加 の ま ち づ く り を 行 政

と協 働 で推 進 する 体制 と 築き 、｢ま ち づく り 条例 ｣を 制 定 する 。  

現   状  

官 僚 的 考 え と 縦 割 り 行 政 の 弊 害 、 市 民 の 目 線 に 立 っ た 行 政 サ ー

ビ ス の 不 足 、 市 民 の 意 見 の 反 映 不 足 、 行 政 と 市 民 の 情 報 の 共 有 化

と真 の 助け 合 いに よる 双 方向 の 信頼 関係 の 不足 、保 守 的 な自 冶 会。 

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

市 民 の た め の ま ち づ

く り シ ス テ ム 構 築 と

「 ま ち づ く り 条 例 」

の制 定(最 重要 ) 

市 民による 市民のた めのまち づくりを 推

進するシステム構築を図り、市民が主役の

「まちづくり条例」制定へ向け市民、学識者、

行政が情報を共有し協働で整備する。 

●市 民 会議 ： 組織 と役 割 

① 市 民会 議(全 市) 行 政 と協 議 ／協 働  

・ 全 体 及 び 広 域 計 画 と 各 地 域 、 地 区 間

の調 整   

② 地域市民会議（21 地区）行政担当部

課と協議／協働 ①に対する認識・理解

・ 地域 計 画と 地 域 間の 調 整  

 ・ 日 常 生活 の 課 題検 討 ・対 策 ・提 案 

③  地 区 住 民 会 議  行 政 担 当 部 課 と 協 議

／協 働 

①② に 対す る 認識 ・理 解 

・ 地区 計 画 

●共 通 検討 ・ 対策 ・提 案 項目 
整備 ・ 相互 関 連性 を協 議 

都 市 計 画 ・ 土 地 利 用 、 道 路 ・ 交 通 、 河
川 ・ 水 路 ・ 上 下 水 道 、 公 園 ・ 緑 地 、 防
災 、 環 境 ・ 景 観 、 情 報 、 公 共 公 益 施 設
等 

(市 民、 市 民の 中 の 専門 家 グル ー プ、 行政 )

短期 
～  

長期 
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2 

本庁 管 内（旧 川 越市 ）

の 整 備  保 全 ・ 調

和 ・ 創 造 の シ ス テ ム

づ く り と 地 区 計 画 の

構築 （ 重要 ） 

●ヒ ス トリ ッ クモ ール の 充実 と 、ヒ スト リ

ック ゾ ーン の 整備 ／ネ ッ トワ ー ク化 

・ 蔵 づ く り 町 並 み （ 江 戸 ・ 明 治 ） ー 大 正

ロ マ ン 通 り ー 昭 和 通 り ー ク レ ア モ ー ル

／ヒ ス トリ ッ クモ ール 

 ・ 六 軒 町通 り 、 菓子 屋 横丁 、 初雁 公園 、

富士 見 櫓跡 、喜多 院を つ なぐ ヒ スト リ

ック ゾ ーン 

● 核 施 設 整 備 ・ 活 用 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 化 (情

報化 ) 

 ・旧 織 物市 場、・鏡山 酒 造跡 地、・富 士見

櫓跡 等 

 ・ 歴 史 的 建 造 物 及 び 歴 史 的 景 観 (新 た な

認定 含) 

歴史 と 文化 を 継承 ／保 全・調 和・創 造

モー ル 、ゾ ー ン／ 景観 形 成 

公園 ・ 緑地 、 住環 境／ 整 備 

防災 ・ 交通 ／ 対策 

・創 意 工夫 ・ 合意 形成 

・整 備 シス テ ムづ くり ／ 地区 計 画の 構築

（市民、市民の中の専門家グループ、行政）

短期  

～  

長期  

3 

新興 住 宅地 域 の整 備  

再 開 発 ・ 保 全 ・ 創 造

の シ ス テ ム づ く り と

地計 画 の構 築（ 重要 ） 

●前 項 を除 く その 他の 住 宅地 域  
（公 団 や民 間 の大 規模 開 発を 除 く）  
・地 域 の特 性 を活 かし た 住環 境 整備  
・ ミ ニ 開 発 等 に よ る 問 題 解 消 ／ 再 開 発 ・

基盤 整 備  
地域 住 民／ 創 意工 夫／ 合 意形 成  
その た めの シ ステ ム構 築 。  
（市民、市民の中の専門家グループ、行政） 

短期  
～  

長期  
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III 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

③  川 越 駅 西 口 周 辺 地 区 及 び 市 内 各

駅 周 辺 の 地 域 特 性 を 活 か し た 整 備

事業 ・ 土地 区 画整 理事 業 促進  
分科 会 名  

都市基盤分科会 

（土地利用部会）

理   由  

現 在 、 及 び 将 来 的 展 望 を 基 に 地 域 に 密 着 し た 、 市 民 の 創 意 工 夫

が 活 か せ る 企 画 立 案 ・ 構 想 と 実 施 に 向 け た 環 境 づ く り が 必 要 で あ

り 、 早 急 な 整 備 事 業 の 促 進 が 求 め ら れ て い る 。 そ れ に よ り 地 域 生

活圏 の 魅力 と 活性 化を 図 る。 

● 川 越 駅 西 口 周 辺 地 区 (鉄 道 の 結 節 点 )整 備 お よ び 市 内 各 駅 を 核 と

した 周 辺地 域 特性 を活 か した ま ちづ くり 。 

現   状  

川 越 駅 西 口 周 辺 地 区 整 備 事 業 及 び 市 内 各 駅 周 辺 整 備 計 画 (都 市

計画 決 定)はい ず れ も長 期 にわ た って 停滞 し た状 況 にあ る。また 計

画 自 体 、 状 況 の 変 化 及 び 時 代 的 ニ ー ズ と か け 離 れ た 内 容 で あ り 全

面的 見 直し が 急務 であ る 。 

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

 

 

川 越 駅 西 口 周 辺 地 区

施設 整 備構 想(重 要) 

地 域 特 性 を 踏 ま え 市 民 の 創 意 工 夫 を 活
かし た 立案 企 画・ 基本 構 想づ く り。 

●首都圏防災情報管理・ネットワーク施設を

中核とした広域行政・産業(産・学研究機

関)・教育(地域大学と協働)・文化・医療等

の高度情報管理総合センター施設 

●新 し い顔 ・ セン トラ ル パー ク 

市民 芸 術の 森 公園 ／防 災 の森 公 園 

地下 駐 車場・駐 輪 場 、ヘ リ ポー ト・避難

施設 等 

(市 民、 行 政、 大 学 ・研 究 機関 、 企業 ) 

短期 

～  

中期 

2 
市 内 各 駅 周 辺 の 整 備

計画 の 推進 （ 重要 ） 

市 内 各 駅 を 中 心 と し た 高 齢 化 社 会 に 対

応で き る完 全 性・利便 性 の高 い 地域 生活 環

境整 備 の推 進 。 

●地 域 特性 を 踏ま えて 、市民 の 創意 工夫 を

活 か し 企 画 立 案 す る 。（ 行 政 、 市 民 、 大

学、 企 業） 

対象 ／ 新河 岸 駅周 辺（ 重 点整 備 地区 ）※ 

西川 越 駅周 辺 、的 場駅 周 辺 、笠幡 駅

周辺 、南 古 谷駅 周 辺 、霞 ヶ関 駅 周辺 、

南 大 塚 駅 周 辺 、 鶴 ヶ 島 駅 東 口 周 辺

短期 

～  

中期 
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（川 越 市側 ） 

※高 階 地域 ／ 人口 急増 地 域・40 年 で 9 倍

新 河 岸 駅 周 辺 地 域 は 計 画 的 都 市 基 盤

整 備 が 成 さ ず 、 幹 線 道 路 、 細 道 路 と も

未 整 備 の ま ま 、 ス プ ロ ー ル 化 が 進 行 し

つづ け てい る 。 

公 園 も 少 な く 、 安 全 で 安 心 し て 生 活

で き る 都 市 基 盤 と 住 環 境 の 整 備 が 急 務

であ る 。 

現時 点 で、計 画（ 土地 区 画整 理 事業 、

街 路 事 業 等 ） を 根 本 的 に 見 直 し 、 発 想

の 転 換 と 創 意 工 夫 を 凝 ら し 、 地 域 住 民

（ 権 利 者 ） と の 合 意 形 成 を 図 る べ き で

ある 。 

早 急 に 、 市 民 の た め の ま ち づ く り シ

ステ ム に基 づ く整 備の 推 進が 必 要。 

3 
土 地 区 画 事 業 （ 組 合

施行 ）の 促進（ 重要 ） 

社会 経 済情 勢 が変 わり 、経 済の 低 迷 でデ

フレ 現 象、人 口の 減少 、土地 の 購買 力の 落

ち 、地 価 の下 落 等 で事 業 の財 源 と成 る保 留

地が 予 定額 で 思う に売 れ なく 、行 政 の財 政

難で 補 助金（ 公官 金等 ）が厳 し い情 勢で は

あり ま すが 、地 域 の都 市 基盤 整 備は 土地 区

画整 理 事業（ 組合 施行 ）を促 進 する こと が

良い 方 法で あ り 、地域 住 民（権 利 者 ）と行

政の 協 働で 知 恵を 絞り 、工事 費 が安 く、優

良 な 住 環 境 の 整 備 さ れ た ま ち づ く り を 促

進す る 。市 街 化区 域内 の 未整 備 地区（農 地

等 ）は ２ 年以 内 に 整備 計 画の 事 業認 可が 受

けら れ ない 時 は 、市街 化 調整 区 域に 逆線 引

き地 と する こ とで 促進 を 図る 。  
（行 政 、市 民 ，権 利者 ）  

短期  

～  

中期  
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IV 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

④  未 来 文 化 都 市 「 か わ ご え の 顔 」

創造・整 備 と二 つ の行 政 核（ 二つ の

市庁 舎 ）建 設 整備 計画 の 推進  
分科 会 名  

都市基盤分科会 

（土地利用部会）

理   由  

川 越 市 の 都 市 再 生 事 業 (高 度 土 地 利 用 )で 、 魅 力 と 活 力 の 未 来 文
化 都 市 「 か わ ご え の 顔 」 の 創 造 ・ 整 備 は ま ち づ く り の 最 重 要 課 題
であ る 。 
● 川 越 市 は 、 歴 史 的 町 並 み か ら 未 来 文 化 都 市 へ と つ な が る 壮 大 な

まち づ くり の ポテ ンシ ャ ルを 持 つ、唯一 と もい え る都 市で あ る 。

● 首 都 圏 に あ っ て 、 歴 史 的 街 区 の オ ー ル ド タ ウ ン と 現 代 の ニ ュ ー

タウ ン の二 つ それ ぞれ が 核を も つ都 市は 他 に例 が ない 。 

●し か も、全 ての 地域 が 市民 の 生き 生き と 活動 と 生活 の場 で ある 。

● さ ら に 、 川 越 市 に は 、 そ う し た 今 ま で の 環 境 を 壊 す こ と な く 、

未来 文 化の 創 造へ 向け た 十分 な エリ アが 存 在す る 。 

● 川 越 駅 西 口 か ら 川 越 市 駅 西 側 地 域 は 広 域 業 務 ・ 広 域 商 業 の 立 地

条 件 と し て 恵 ま れ な が ら 、 長 年 、 準 工 業 地 域 の ま ま 整 備 さ れ ず

にき た 。 

新 し い 時 代 の 市 民 生 活 へ の サ ー ビ ス 、 広 域 的 行 政 業 務 を 可 能 に

す る 構 想 と し て 二 つ の 庁 舎 （ 広 域 行 政 核 、 文 化 ・ 福 祉 ・ 教 育 核 ）

の 建 設 計 画 の 推 進 し 、 合 わ せ て 歴 史 的 街 区 の 面 的 整 備 を も 充 実 を

図る 。 

現   状  

問題 点 

●準 工 業地 域 によ りま ち の環 境、機 能が 寸 断さ れ た(駅 の西 口 が無

い)地域 環 境と ア ク セス の 悪さ 、ガ ス によ る 都市 災 害の 危険 性 も

ある 。 

● 駅 周 辺 と し て は 低 い 土 地 利 用 状 況 、 乗 降 客 の 利 便 性 の 悪 さ 、 踏

み 切 り に よ る 渋 滞 等 ま ち と し て の 機 能 を 現 状 で は 大 き く 阻 害 し

てい る 。 

● ３ ０ 万 人 の 中 核 都 市 と し て 、 現 市 庁 舎 の 位 置 は 北 に 偏 り 、 交 通

の便 も 悪い 。 

可能 性 

●歴 史 的意 義 のあ る文 教 地域 と して 市民 へ の定 着 度は 高い 。 

● 南 北 二 つ の 市 庁 舎 構 想 は 一 見 不 経 済 で 、 サ ー ビ ス 面 で も 無 駄 が

多い よ うに 感 じら れる が、高 度 情報 化、ネッ ト ワ ーク 化に よ り、

スリ ム で充 実 した より 身 近な 施 設整 備が 可 能で あ る。 

● 川 越 市 駅 か ら 蔵 造 り の 町 並 み に 至 る ゾ ー ン は 歴 史 的 建 造 物 、 歴

史 的 景 観 数 多 く 残 さ れ 、 面 的 整 備 に よ り 蔵 造 り の 町 並 み を 補 完

する ヒ スト リ ック ゾー ン とし て 再生 可能 な 状況 に ある 。 
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具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

未 来 都 市 「 か わ ご え

の 顔 」 創 造 整 備 と 計

画 検 討 市 民 会 議 の 設

立 (重 要) 

未来 都 市「か わ ご えの 顔 」創造 整 備・再

開発 （ 用途 変 更・ 企業 移 転含 ） 

● 対 象 地 域 ／ 川 越 駅 西 口 か ら 川 越 市 駅 西

側・ 準 工業 地 域 

東武 操 車場 、 日清 紡績 工 業、

武州 ガ ス移 転 

●内 容 ／新 商 業ゾ ーン 創 造 テ ーマ ／ 未来 

・ヒ ス トリ ッ クゾ ーン と 好対 照 ・連 携 

・相 互情 報 ネッ ト ワー ク 化／ 歴 史的 街 区

 ・面的 整 備／ 潤 い・安ら ぎ ー水・緑・光

・三 線 乗換 駅 のア クセ ス ・連 携 強化 

・鉄 道 と道 路 の関 係改 善（高 架 化、地下

化等 ） 

・江戸 以 前 ～現 代・未来 へ ／商 業 コン セ

プト 

・川 越 駅西 口 再開 発と の 連携 

・首 都 圏の 中 核／ 国際 的 評価 

・歴史 的 街 区と 連 動・総 合 的 包括 的 都市

再生 事 業 

・魅力 と 活 力の 未 来文 化 都市「 か わ ごえ

の顔 」 

●計 画 検討 市 民会 議 

・市 全 域及 び 関係 機関 に 関係 す る協 議体 制

・推 進 のた め のシ ステ ム づく り 

{行 政 、 市 民 、 地 権 者 、 学 識 、 企 業 (鉄 道 会

社)} 

短期 

～  

長期 
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2 

二 つ の 行 政 核  現 庁

舎 の 整 備 / 拡 充 と 新

庁舎 建 設計 画 

文化 /教 育 核の 充 実  

広 域 行 政 ・ 業 務 核 の

建設 計 画 

検 討 委 員 会 の 設 置

（重 要 ） 

川越 の 都市 構 造／ 北の 核 ・現 庁 舎： 文化 ・

教育 ・ 福祉 

       ／ 南の 核・新 庁舎：広域 行

政・ 業 務 

●新 庁 舎建 設 計画 

首都 圏 防災 情 報管 理・ネ ット ワ ーク 施設

（国 ） と連 携 、新 レイ ン ボー プ ラン 

●二つの核の連携・運営によるサービス向上

 ・ 市 民サ ー ビス 業務 の 連携 、 総合 案内 ・

相談 窓 口 

 ・高 度情 報 管理 シス テ ムに よ る連 携強 化

・IT 化と職員の意識改革・効率的配置・対応

・行財 政 改革 と 全 庁電 子 シス テ ム化 ／安

全対 策 の充 実 

・合 理 化、 効 率化 、一 元 化、 簡 素化 

・少数 精 鋭・小さ い市 役 所・横断 的 包括

的サ ー ビス 

・地 域 密着 ／ 市民 との 協 働／ 民 間委 託 

●建 設 計画・管 理・運営 検 討 委員 会 の設 置

（行 政 、市 民 、学 識者 、 企業 ） 

短期 

～  

長期 

3 

川 越 市 駅 前 整 備 ～ 本

川 越 駅 と の 連 携 強 化

と 地 域 再 生 委 員 会 の

構築 (重 要) 

●川 越 市駅 前 整備 

・中心市街地・ヒストリックモールへの玄関口

 ・駅 前広 場 整備 とヒ ス トリ ッ クモ ール へ

のア ク セス 

・ 西 部 本 川 越 駅 と の 連 携 強 化 (ペ デ ス ト

リア ン モー ル) 

  安 全、潤 いの 演出  憩い の 場づ く り

・地域住民／地権者と合意形成都市再開発

●ヒ ス トリ ッ クゾ ーン ・ 地域 再 生委 員会 

・蔵 造 りの 町 並み との 一 体化 

・歴 史 的建 造 物(認 定)のネ ッ トワ ー ク 化 

・ヒ ス トリ ッ クゾ ーン と して の 面的 整備

・交通システム／ミニバス・電動自転車・人力車等

・地 域 活性 と 防災 ・住 環 境の 整 備 

・観光客の誘導・案内情報サービス(蔵のまち駅)

・計 画 ・運 用 シス テム の 構築 

（行 政、市民、地権 者、学 識 者、鉄 道会 社 ）

短期 

～  

長期 
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V 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

⑤  新 た な 地 域 福 祉 共 生 ( 少 子 ・ 高

齢 ・ 福 祉 )の ま ち づ く り と 基 盤 整 備

の推 進 

分科 会 名  
都市基盤分科会 

（土地利用部会）

理   由  

少 子 高 齢 化 傾 向 は 、 単 に 年 金 な ど の 保 障 制 度 問 題 だ け で な い 。

労 働 人 口 の 動 態 変 化 に よ る 産 業 全 体 へ の 問 題 か ら 財 政 、 家 庭 環 境

ま で を 含 む 社 会 全 般 に わ た る 深 刻 な 事 態 を 招 く 危 険 性 が 懸 念 さ れ

る重 大 問題 で ある 。 

ま た 、 そ の 改 善 に は 、 時 間 を 要 す る こ と か ら 、 早 期 に 思 い 切 っ

た総 合 的取 り 組み が必 要 であ る 。 

●少 子 化傾 向 を強 める 主 な要 因  
①核家族化 ②女性の自立 ③経済問題 ④社会制度整備の遅れ  

●核 家 族化 問 題／ 現代 の 中心 的 家族 構成  
・様 々 なラ イ フス タイ ル と、 多 様な 社会 的 活動 を 可能 にす る 。  
［反 面 ］  
・ 世 代 間 の 連 帯 ・ 交 流 ・ 絆 な ど 、 心 を 通 し た 愛 情 や 、 知 恵 と い

う重 要 な総 合 的情 報の 伝 達が 行 われ なく な った 。  
・ 大 き な 自 由 と 引 き 換 え に 孤 独 ・ 不 安 感 や ス ト レ ス な ど に よ り

家庭 内 紛争 等 が増 大傾 向 にあ る 。  
●男 女 共同 参 画の 現状 ／ 問題 点  

・社 会 的認 識 不足 ／育 児 休暇 の あり 方。 

・出 産 、育 児 、教 育な ど 社会 制 度整 備の 遅 れと 経 済問 題  
［ 新 た な 総 合 的 取 り 組 み ・ 共 生 の ま ち づ く り ］  

●少 子 高齢 化 対策 や社 会 的不 安 解消 へ  
・新 し いコ ミ ュニ ティ づ くり ／ 核家 族化 傾 向の 補 完。  
・共 生 型地 域 生活 環境 シ ステ ム とそ のた め の基 盤 整備 。  
・ 三 世 帯 住 宅 環 境 整 備 や ラ イ フ ス タ イ ル 等 を 通 じ た 世 代 間 も 含

めた 交 流の 促 進。  
●新 た な地 域 福祉 共生 の まち づ くり の必 要 性  

・ 行 政 の 重 要 な 施 策 と し て モ デ ル 地 域 を 設 け 、 関 係 機 関 と の 協

議 協 力 の 下 で 、 今 後 の 規 範 と な る 地 域 福 祉 共 生 の ま ち づ く り

を推 進 する 。  
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現   状  

●行 政 の規 制 と縦 割り 。（ 出生 ～ 子育 て～ 学 生～ 青 年～ 勤労 ～ 中高

年～ 高 齢等 の 総合 的視 点 によ る 施策 が出 来 てい な い) 

● 地 域 社 会 の 保 守 的 、 社 会 環 境 (少 子 高 齢 化 )の 時 代 的 変 化 の 認 識

不足 等 住民 感 覚の 転換 が 出来 な い。 

● 既 成 の 地 域 社 会 で は 既 存 生 活 環 境 か ら は 新 た な 共 生 の 地 域 社 会

づく り が進 ま ない 。 

 

［結 果 とし て ］ 

●少子化から高齢化への連鎖は社会保障制度の崩壊や労働力不足に

よる産業全体の衰退などの深刻な事態を加速させることになる。 

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

地 域 福 祉 共 生 の ま ち

づ く り モ デ ル 地 域 構

想の 推 進（ 重 要） 

● 対象 地 域： JR 西 川越 駅 か ら 総 合 保 健セ

ンタ ー を含 む 地域 

●地 域 構成：バリ エー シ ョン 構 成と 住環 境

整備 （ 宅地 規 模の 拡大 等 を含 ） 

・世 代間 交 流を 配 慮し た 二世 帯、三 世帯

住宅 

・様 々な ラ イフ ス タ イル や 趣味 の SOHO

型住 宅 、 

・単 身 者、 高 齢者 住宅 な ど 

●核 施 設 

・コ ミ ュニ テ ィハ ウス 

（相互交流・発表の場・高度情報機能装備）

・中 心 核： 教 育 ・ 医療 ・ 福祉 総 合施 設 

●地 域 基盤 整 備 

・ 資 源 ・ エ ネ ル ギ ー 循 環 型 （ 廃 棄 物 、 下

水処 理 等含 ） 

●新 た な交 流・福 祉・共 生 地 域の ま ちづ く

りコ ン セプ ト 

『 環 境 へ の 負 荷 を 与 え な い 、 自 然 環 境 と

共 生 で き る 、 潤 い の あ る 、 誰 も が 生 き が

いの も てる コ ミュ ニテ ィ 』 

●立案企画・基本構想(モデル事業化を図る)

市民・地権者、大学・研究機関、行政、企業

 

短期 
～  

中期 

～  

長期 
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●関 係 機関 ／ 国・ 県・ 市 ／そ の 他・ 企業 

●地 域 住民 の 合意 形成 ／ 市民 、 地権 者 

 （ 短 期） 

◯ 基 本 構 想 を 基 に 対 象 地 域 の 用 途 変 更 を

含む 地 域計 画 を都 市計 画 決定 。 

◯ 地 権 者 を 含 む 市 民 、 参 加 希 望 の 民 間 企

業、 行 政、 大 学 

◯ 研 究 機 関 に よ り ま ち づ く り 推 進 委 員 会

を結 成 。 

◯ 基 本 計 画 の 策 定 と そ れ に 基 づ く 事 業 計

画を 策 定。 

◯土 地 取得 方 式。 

◯資源・エネルギー循環型都市基盤整備計画。

◯民 間 企業 参 加方 式。 

◯税 制 面で の 優遇 処置 。 

以上 を 含む 検 討及 び協 議 ・決 定 。 

(中 期) 

（市 民 ・地 権 者・ 大学 ・ 研究 機 関・ 行政 ・

企業 ・ 国・ 県 ） 
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VI 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

⑥  地 場 産 業 再 生 ・ 新 産 業 誘 導 の た

め の 基 盤 整 備 に よ る 活 力 と 魅 力 の

ある ま ちづ く りの 構築 

分科 会 名  
都市基盤分科会 

（土地利用部会）

理   由  

川 越 市 は 将 来 に 向 け て 、 県 西 部 地 域 の 商 業 ・ 業 務 の 中 心 と し て

の 位 置 付 け を 保 ち 、 加 え て 地 域 資 源 を 活 か し た 中 核 都 市 と し て 、

自立 可 能な 成 熟し た都 市 形成 を めざ す。 

人 口 構 成 ､産 業 構 造 面 で も バ ラ ン ス の と れ た 活 力 と 魅 力 の あ る

未来 型 のま ち づく りを 推 進す る 産業 基盤 整 備。 

現   状  

高 齢 化 の 進 行 、 生 産 力 の 低 下 、 生 産 人 口 の 減 少 に よ る 税 収 の 落

ち 込 み 等 が 予 想 さ れ る 。 一 方 、 社 会 保 障 費 の 増 加 は 避 け ら れ な い

状況 に ある 。 

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

安 全 ／ 信 頼 を テ ー マ

と す る 商 ・ 農 一 体 型

地 域 循 環 経 済 シ ス テ

ムの 構 築（ 重 要） 

●テ ー マ｢食の 安 全 ・信 頼｣ 

・ 市 周 辺 部 農 地 を そ の 地 域 特 性 に あ わ せ

有機 農 法の 普 及と 宣伝 。 

・体験・交流 型 観光 農園 や｢ク ライ ン ガ ル

テン ・ 市民 農 園｣と して 整 備。 

●商・農一体型地域循環経済システムの構築

・地 産・地 消、地 域密 着・販 売方 式 検討

●包 括 的情 報 発信 体制 の 確立 

・ シ ス テ ム づ く り か ら 活 動 内 容 全 体 を 情

報化 。 

・地 域 循環 経 済圏 の拡 大 を図 る 。 

（農 ・ 商業 の 第三 次産 業 化計 画 ） 

（市 、 市民 、 企業 ） 

短期 

～  

中期 

2 

地 場 産 業 復 興 ・ 再 生

シ ス テ ム 検 討 委 員 会

の設 置 

●様 々 な手 工 業の 再評 価 ・復 興 ・再 生 

・近 代 化の 中 で忘 れ去 ら れた も のの 調査

・江 戸 文化 を 支え た技 術 の再 評 価 

ex.川 越唐 さ ん、 駄 菓子 、 桐箪 笥 等 

●小 江 戸川 越 ブラ ンド の 商品 開 発・販売 シ

ステ ム の構 築 

 

短期 
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3 

新 産 業 誘 致 と そ の た

め の 基 盤 整 備 検 討 委

員会 の 設置 

●新 産 業の 立 地条 件の チ ェッ ク 

・ 環 境 ・ 防 災 ・ 交 通 ・ 情 報 ・ 資 源 （ 雇 用

含）・経 済性（ 用 地 取得 ）等 の 各面 チ ェ

ック 

・そ れ ら包 括 的評 価判 定 の実 施 

 ・ 情 報化 ／ 発信 

●対 象 

・ 情 報 ・ 環 境 ・ バ イ オ ・ ナ ム 技 術 な ど 先

端技 術 産業 誘 致の 可能 性 を検 討 。 

短期 
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VII 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

⑦  総 合 地 理 情 報 管 理 シ ス テ ム の 構

築 と そ れ を 活 用 し た 地 域 別 の 詳 細

な防 災 地図 の 整備  
分科 会 名  

都市基盤分科会 

（土地利用部会）

理   由  

● 行 政 の 合 理 化 、 効 率 化 、 一 元 化 、 簡 素 化 と 市 民 と の 情 報 の 共 有

化を 推 進す る 。  
● 災 害 に お け る 被 害 状 況 予 測 デ ー タ 及 び 市 民 の 自 主 避 難 安 全 対 策

が重 要 であ る 。  

現   状  

構 造 、 行 財 政 改 革 と 合 わ せ た 全 庁 を 包 括 し た 全 庁 電 子 シ ス テ ム

形 成 は 、 官 僚 的 か つ 縦 割 り 行 政 か ら の 発 想 の 転 換 が 図 ら な い と 出

来な い 。  
市 の 防 災 計 画 は 作 成 さ れ て い る が 、 災 害 発 生 時 の 一 般 市 民 の 自

主避 難 に対 す る対 策は 、 全く 取 られ てい な いの が 現状 であ る 。  

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

総 合 地 理 情 報 管 理

シ ス テ ム ( 全 庁 電 子

シ ス テ ム ) の 構 築

（ 重 要 ）  

構造 、行財 政 改革 と合 わ せて 行 政の 合理

化、効率 化 、一 元 化、簡素 化 を図 る 。あ わ

せて 、 市民 サ ービ スの 向 上を 図 る。 

● 総 合 地 理 情 報 管 理 シ ス テ ム (全 庁 電 子 シ

ステ ム)の 構築 

・ 地 理 情 報 シ ス テ ム に 管 理 業 務 の す べ て

の属 性 情報 を マッ チン グ 。 

●市民に開かれた情報の共有化(セキュリテ

ィ対策の整った)をシステム形成の構築 

(行 政、 学 識者 、 専 門家 、 市民 ) 

・ 雇 用 促 進 事 業 団 (中 高 年 齢 者 の 活 用 )に

よ る 地 理 情 報 シ ス テ ム 用 土 地 図 調 査 事

業(地籍 調 査)を推 進 。 

短期 

～  

長期 
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2 
地 域 別 防 災 シ ス テ ム

の構 築 （重 要 ） 

● 地 理 情 報 シ ス テ ム (地 形 ・ 地 物 等 基 本 図 )

＋ 基 礎 デ ー タ の 整 備 ( 地 質 ・ 過 去 の 震

災・ 水 害・ 火 災等 災害 予 測の デ ータ )  
●地域別・避難経路別ハザードマップの作成  

・ 地 域 市 民 と 協 働 、 防 災 危 険 度 の 情 報 共

有化 を 図り 、 防災 認識 を 深め る 。  
・災 害 初期 の 自主 避難 行 動に 役 立て る。  
・周辺 生 活環 境 の整 備・改 善 につ な げる 。

・避難 場 所（ 学校 ）まで の 避 難経 路 の危

険度 チ ェッ ク 

・通 学 路探 検 隊(建 物・ 工 作物 ・ その 他)

・高 齢 者へ の 聞き 取り 調 査 

（小 学 生高 学 年以 上） 

・地域 防 災学 習 セ ンタ ー での 定 期的 体験

学習 の 実施 （ 地域 住民 、 児童 ） 

 ・ 地 域防 災 訓練 の実 施 

(行 政、 地 域住 民 ・ 児童 ) 

短期 

～  

長期 
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VIII 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

⑧  新 清 掃 セ ン タ ー 計 画 の 規 模 の 縮

小 と 位 置 の 変 更 を 含 む 根 本 的 見 直

し（ 大 型公 共 投資 の見 直 し）  
分科 会 名  

都市基盤分科会 

（土地利用部会）

理   由  

● 川 越 市 最 大 事 業 規 模 の 新 清 掃 セ ン タ ー 建 設 計 画 を ご み 分 別 ・ 減

量化 及 び資 源 エネ ルギ ー 化の 進 行､効 果を 踏 まえ 再 度検 討す る。

・大 幅 な規 模 縮小 の可 能 性 

・ ガ ス 化 熔 融 方 式 の 実 用 稼 動 実 績 な ど の 安 全 性 ・ 安 定 性 に 関 す

る分 析 

・経 済 性も 加 味 

●用 地 整備 が 進行 しつ つ ある 建 設予 定地 に つい て 

・周 辺 住環 境 、地 理・ 地 形面 か ら再 検討 が 必要 。 

総人 口 の 減少 、 生 産人 口 の 減少 (税 収 の減 )、高 齢 化(社 会 保障 の

増)等、社会 都 市環 境の 変 化に 合 わせ た計 画 位置 の 変更 も含 め た見

直し が 必要 で ある 。 

 

現   状  

事 実 上 凍 結 状 態 に あ る 新 清 掃 セ ン タ ー は そ の 建 設 計 画 自 体 に 関

し て 周 辺 住 民 は も と よ り 、 敷 地 選 定 か ら 規 模 ・ 方 式 決 定 ま で さ ま

ざま な 問題 提 起や 、反 対 運動 が 起き てい る 。  
同 時 に 、 同 計 画 決 定 時 点 よ り ご み の 分 別 ・ 減 量 化 が 進 み 著 し い

成 果 を あ げ つ つ あ り 、 計 画 人 口 が 当 初 の 予 定 よ り 大 幅 に 減 少 す る

こ と が 予 測 で き る 現 状 と 今 後 の 市 財 政 の 状 況 と 、 周 辺 住 環 境 及 び

鯨 井 の 地 名 が 示 す 低 湿 地 の 地 理 的 条 件 も 含 め 、 建 設 計 画 の 見 直 し

が当 然 必要 で あろ う。  
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具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

大 型 公 共 投 資 と し て

の 新 清 掃 セ ン タ ー 建

設 計 画 の 根 本 的 見 直

し（ 重 要）  

●新 清 掃セ ン ター 建設 計 画の 見 直し 理由  
・指 摘 され た 問題  

コ ン サ ル タ ン ト の 適 性 問 題 、 規 模 算 定

の根 拠 、  
機 種 選 定 の 不 透 明 性 、 選 定 技 術 の 安 全

性 ／ 安 定 性 ／ 信 頼 性 ／ 経 済 性 に 対 す る

疑問  
・ごみ分別／減量化／資源化の実践と効果  
・想 定 人口 の 修正  
・ガ ス 化熔 融 方式 の稼 動 状況 ・ 事故 等  
 
新清 掃 セン タ ー建 設は 当 初、焦 眉の 急な

事 業 と し て 建 設 委 員 会 に よ る 答 申 を 急 い

だ経 緯 があ る が、西清 掃 セン タ ーの 改善 工

事や 後 に分 別 減量 化へ の 本格 的 取り 組み 、

最 新 技 術 と さ れ る ガ ス 化 熔 融 技 術 の 安 定

性・経 済 性 など の 問題 も あり 、現 在 凍結 状

態に あ る。  
これ を 契機 に 、規 模の 大 幅縮 小 、方 式の

安全 性・安定 性・経済 性 から 十 分な 検討 を

加え る と同 時 に 、国が 進 める バ イオ マス 日

本 総 合 戦 略 に も 則 っ た 形 で の ご み の 資

源・エネ ル ギー 化 計画 と 合わ せ る形 で立 地

条 件 も 含 め 早 急 に 根 本 的 見 直 し を 行 う 。

（行 政 、市 民 、学 識者 ・ 専門 機 関）  

短期  

～  

長期  
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2 

市 民 球 場 を 含 め た 総

合 的 運 動 公 園 建 設 計

画 等 の 推 進 を 検 討 す

る（ 重 要）  

現 在 の 新 清 掃 セ ン タ ー 建 設 予 定 地 は 学

校を は じめ 住 宅地 に近 い 上に 、鯨井 の地 名

が 示 す 通 り 水 害 の 危 険 性 が 高 い 低 湿 地 で

あり 、立地 条 件と して 必 ずし も 良好 とは い

えな い 。  
●建 設 場所 の 変更  

・大 字 平塚 新 田の ク リー セ ンタ ー に規 模

縮小 し て計 画  
● 現 在 敷 地 整 備 が 進 ん で い る 予 定 地 に つ

いて  
・ 総 合 運 動 公 園 等 の レ ク リ エ ー シ ョ ン 施

設整 備  
上記 の 点を 含 め、地域 住 民を 含 めた 組織

委員 会 を設 立 し 、再度 、実 施 に向 け たシ ス

テム 構 築を 図 る。（ 市民 、 行政 ）  

短期  

～  

長期  

3 

大 型 公 共 投 資 の あ り

方 を 根 本 的 に 見 直 す

シ ス テ ム 形 成 の 構 築

（重 要 ）  

●総 人 口減 少 、生 産人 口 減少（ 税 収 の落 ち

込み ） 少子 高 齢化 （社 会 保障 費 の増 大）

等社 会 都市 環 境の 変化 を 踏ま え 、公 共投

のあ り 方を 根 本的 に見 直 す。  
●市 民 によ る 公共 投資（ 事 業 ）の評 価シ ス

テム 形 成の 構 築を 図る 。  
・市民 が 主体 の 事 業計 画 評価 検 討委 員会

の設 置 （優 先 順位 、計 画 変更 、 中止 、

廃止 、 事業 評 価）  
●都 市 環境 整 備に 必要 な 新た な 公共 投資  

・費 用 対効 果 の勘 案  
・ 投 資 方 法 （ 民 間 活 力 を 活 か し た Ｐ Ｆ Ｉ

方式 を 視野 に 入れ ）の 検 討・ 比 較  
・ 市 民 と 行 政 が 協 働 で 投 資 の 是 非 を 協 議

する シ ステ ム の構 築を 図 る。  
（市 民 、行 政 ）  

短期  

～  

長期  
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IX 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

⑨  市 街 地 周 辺 農 地 の 自 然 環 境 の 保

全 と 市 民 の 公 園 兼 安 ら ぎ 憩 い の 場

の 整 備 (公 園 不 足 と コ ミ ュ ニ テ ィ

の場 対 策) 

分科 会 名  
都市基盤分科会 

（土地利用部会）

理   由  

こ こ 30 年 で 市 街 化 調 整 区 域 の 土 地 利 用 が 進 み 自 然 環 境 (み ど

り)が半 減 。高齢 化 社会 、成 熟社 会 で は身 近 な環 境 に 、みど り 豊か

な潤 い のあ る 公園 を兼 ね た安 全 で心 安ら ぐ 憩い の 場が 望ま れ る。

現   状  

農 家 の 経 営 難 、 後 継 者 不 足 、 相 続 等 に よ る 農 家 の 減 少 で 耕 作 放

棄 地 、 雑 種 地 が 増 加 、 平 地 林 も 人 手 不 足 等 に よ る 伐 採 が 進 む 。 農

家 家 族 の 特 別 優 遇 処 置 の 許 可 に よ る 土 地 利 用 (宅 地 )の 転 換 等 で も

自然 環 境(みど り)の 減少 が 進ん で いる 。 

地 域 の 子 供 や 高 齢 者 の 生 活 活 動 範 囲 (200～ 300ｍ )に 公 園 兼 心

安ら く 憩い の 場が 無い 。 

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

商 農 一 体 か つ 総 合 的

な 自 然 環 境 の 保 全 と

創造 の 推進 （ 重要 ） 

商業・農業の共存・共栄による自然環境の
活用、保全創造を図る。 

●対象地域：市街地周辺の農地(三富地域周

辺の台地の畑及び平地林、入間川隣接地域

及び周辺の水田地域ほか)  

商業と農業の交流、相互の協働支援で地域

の環境と特性を生かし活性化を図る。 

●地域農産物は地域で消費 

●健康の有機農業普及 

●農商循環社会・観光、特産農園、体験農園

●ものづくりの情報ネットワーク 

共生環境：自然環境(みどり)恵まれた、魅力

と活力のある、豊かで快適な地域生活環境の

まちづくりを行うシステム。その構築を図

る。(行政、市民) 

●耕作放棄地、雑種地の耕作又は緑化 

●果樹園、植木盆栽林、芝、平地林みどりの

再生と活用を推進する。 

●宅地林の保全対策 

・維持管理費用を補う補助金の制度化 

・伐採の届け出及び補植等の制度化を図る

短期  

～  

長期  
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●市内駐車場の緑化の推進を図る。 

・中高木を一本以上／駐車台数１０台 

・または一台分の駐車面積を緑化(低木) 

2 

身 近 に 心 安 ら ぐ 憩 い

場 、 地 域 コ ミ ュ テ ィ

パー ク の整 備（ 重要 ） 

子供・高 齢 者は も とよ り 、全 ての 年 齢層

の人 々 が集 う 、コ ミュ ニ ティ パ ーク の整 備

を推 進 する 。 

● 居 住 地 の 近 く (生 活 の 活 動 範 囲 ・ 200～

300ｍ)に心安らぐ憩いの場・施設の整備。

●地 域 市民 と 関係 者、行 政と の 協働 で創 意

工夫 を 基に 整 備推 進を 図 る。 

・公 共、公 益用 地 と施 設 敷地 (支 所 、公民

館、 自 冶会 館 、河 川等 を 含む )、 神 社 、

仏 閣 、 未 利 用 地 、 民 地 の 平 地 林 、 企 業

の用 地 や施 設 等の 開放 、 活用 も 検討 。

  (行 政 、市 民 、 企業 、 関係 者) 

短期 

～  

長期 
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都市基盤分科会（道路・交通部会） 

 

② 総論提言シート 人と環境が奏でる新たな文化創造都市かわごえ～住み

続けたくなる成熟した都市をめざして～ 

 

(1)将来かわごえ像
人と環境が奏でる新たな文化創造都市かわごえ 

～住み続けたくなる成熟した都市をめざして～ 

理由 

歴史 に 育ま れ た川 越の 文 化を 継 承し つつ 、住民 が 主役 であ る 環境 に おい て、

人 づ く り ・ ま ち づ く り 等 の シ ス テ ム （ 新 た な 仕 組 み ） を 取 り 入 れ た 、 新 た な

文化 創 造の ま ちづ くり を 目指 す 。 

■人とは：主役はあくまで住民であり、これには交流する来訪者も含まれる。対象は子供からお年寄り

まで、『誰でも』を基本に、ユニバーサルデザインを基本概念とした基盤整備をめざす。 

■環境とは：少子高齢化時代への対応として、人づくり（人材育成）と社会環境（地域コミュニティ）、

交流環境等の新たなシステム(新たな仕組み)づくりを基本に、観光をはじめ産業支援の都市

基盤整備、歴史的環境、自然環境、安心・安全の防災環境、公園整備や道路等の緑化、交通

環境（渋滞解消・交通安全・バリアフリー化等）、街並みや道路景観整備等あらゆる安心・

安全・快適な都市環境・地域環境・住環境・生活環境づくりの向上を指す。 

■奏でるとは：楽器で音楽を奏するように、主役の住民が生活するステージであらゆる環境と調和し、

郷土に誇りと生きがいを持って楽しく生活できる都市づくりをめざす。コーディネート（調

整・統合） 

行動・実施・実現のアクションをさす。 

■新たな文化創造とは：川越のもつ歴史・文化を継承しつつ、開発から成熟に向けたまちづくりを基本

に、住民主体（主役）のシステム（仕組み）の構築により、新たな文化の創造をめざす（新

旧の調和と融合）。 

■キーワード（キーワードと将来像の関係）  

   将来像には、すべてに『人／環境／新たな文化創造』のキーワードを直接・間接に含み、その実

現に向けて行政と市民が協働するために、奏でる（成し遂げる）ことが求められている。 

①歴史に育まれた川越の文化を継承：人／環境／新たな文化創造 

②住民が主役：人／環境／新たな文化創造 

  ③少子高齢社会への対応：人／環境／新たな文化創造 

④人づくり（人材育成）と社会環境（地域コミュニティ）：人／環境 

⑤新たなシステム（新たな仕組み）：人／環境／新たな文化創造 

⑥交流環境づくりと交通環境（ソフト／ハード面）：人／環境 

⑦安心・安全・快適：環境／新たな文化創造 

⑧開発から成熟：人／環境／新たな文化創造 
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(2)かわごえの現状 

○良い所（ 歴史 的 文化 遺 産の 保 存と 都市 機 能、 市 民活 動が 活 発 等 ） 

 ・市民会議を創設したこと（今後はこの機能を『継続』することに意義と価値がある） 

・歴 史 的街 並 みと 都会 ・ 郊外 の 顔を 併せ 持 つ 

 ・ 蔵 造 り の 街 並 み や 、『 川 越 織 物 市 場 』『 鏡 山 酒 蔵 跡 地 』 と 歴 史 的 文 化 遺 産

の保 存 、活 用 に積 極的 （ 今後 は 、早 急な 整 備・ 活 用計 画の 実 施が 緊 要）   

 ・ ま ち づ く り に 関 心 の 高 い 住 民 が 多 く 、 市 民 活 動 も 活 発 （ 住 民 を 活 用 す る

新た な シス テ ムの 構築 が 必要 ） 

・都 市 機能 の 集積 度（ 水 準） や 文化 的環 境 に恵 ま れて いる 

・市 街 地周 辺 に良 好な 自 然環 境 が残 って い る 

 

×悪い所（ビ ジ ョ ンが 見 られ ず 交通 環境 の 対策 ・ 改善 、街 並 み景 観  等 ） 

・ 道 路 ・ 交 通 施 策 に 関 す る ビ ジ ョ ン が 見 ら れ な い （ 市 全 体 の 計 画 的 な 交 通

施 策 や 、 通 過 交 通 の 排 除 、 自 転 車 ・ 歩 行 者 道 、 新 た な 交 通 シ ス テ ム の 導

入な ど 、明 確 な顕 在化 す る問 題 に対 する ビ ジョ ン が見 られ な い。） 

・交 通 渋滞 対 策の 遅れ や 歩行 者 の安 全性 確 保な ど 交通 環境 が 極め て 悪化 

・市 街 地の 公 園整 備の 不 足（ 若 い世 代の 子 育て の 環境 が未 整 備） 

・ま ち づく り や街 並み 景 観形 成 のコ ント ロ ール が 不十 分 

・生 活 道路 の 整備 遅れ （ 特に 整 備水 準の 低 い地 区 があ る） 

・鉄 道 駅の ア クセ ス性 ・ 利便 性 が悪 い 

・中 核 市と し ての 動き が 見ら れ ない （見 え る形 で の質 の充 実 が緊 要 ） 

 

 

(3)将来かわごえ像を実現するための知恵（施策） 

 ■ 前 提条 件 

●住 民 参画 シ ステ ムに よ る策 定 が基 本的 条 件 

  ● ユニ バ ーサ ルデ ザ イン や 景観 は、 す べて の 事業 の共 通 認識 事 項 

  ● 少 子 高 齢 化 時 代 の 到 来 は 、 人 （ 労 働 力 ）、 車 （ 運 転 者 ）、 施 設 整 備 や 財

源 な ど の 減 少 が 予 測 さ れ 、 ま ち づ く り へ の 質 的 変 換 と 意 識 変 革 が 求 め

ら れ る 。 こ れ を 「 ゆ と り 」 と し て 捉 え る 逆 転 の 発 想 で 「 ゆ と り あ る 成

熟し た まち づ くり 」を他 市 に先 駆 け て実 現 し、「 少子 高 齢化 時 代の ま ち

づく り 」の 規 範と なる こ とを 目 指す 。 

■重 要 施策 

① 市 民参 画 シス テム 確 立に よ る道 路・ 交 通再 生 計画 の策 定 

（総 合 的・ 体 系的 な一 元 管理 を めざ して ） 

② 既 往交 通 体系 の見 直 しと 、 新た な交 通 シス テ ム導 入計 画 の策 定 

③ 地 域特 性 に配 慮し た 交通 手 法の 策定 と 、安心・安 全な 生 活道 路 の構 築  

④ 緑ゆたかなゆとりある快適環境空間を創出する中心市街地再生計画の策定 
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I 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

①  市 民 参 画 シ ス テ ム 確 立 に よ る 道

路・交 通再 生 計画 の 策定（ 総合 的・

体系 的 な一 元 管理 をめ ざ して ）  

分科 会 名  
都市基盤分科会 

（道路・交通部会）

理   由  

● 市 財 政 逼 迫 の 現 況 は 、 既 成 の 手 法 踏 襲 に よ る 道 路 ・ 交 通 行 政 を

根 底 か ら 見 直 し 、 最 小 の 投 資 で 最 大 の 効 果 を 得 る 手 法 の 確 立 を

緊急 課 題と し てい る。  

● ま た 、 川 越 市 に は 道 路 ・ 交 通 施 策 を 総 合 的 か つ 体 系 的 に 一 元 管

理 す る 「 総 合 交 通 体 系 」 が 構 築 さ れ て い な い た め 、 計 画 性 が 見

えな い 中で の 事業 の繰 り 返し が 財政 を圧 迫 して い る。 

● そ の 打 開 策 と し て 、 施 策 立 案 か ら 実 施 ・ 運 営 に 至 る ま で 市 民 が

参 画 し 協 働 す る シ ス テ ム の 確 立 に よ り 、 真 に 必 要 な 事 業 計 画 の

策定 を 提案 す る。  

現   状  

評価できる点  
①  な し （ 理 由 と し て 、 体 系 的 か つ 計 画 的 な 道 路 ・ 交 通 計 画 が 見

えな い ため ）  
問題点 

① 道 路・交 通行 政の コ ンセ プ トが 見え な い。（ま ち づ くり コ ンセ

プト の 欠落 と も関 連す る ） 

② 従って市民には各事業の位置付けが見えず、道路工事など計画

的事業推進には程遠く、チグハグな整備に映る。 

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

川 越 市 総 合 交 通 体 系

構 築 を 前 提 と し た 調

査 ・ 計 画 策 定 【 最 重

要】  

各種 既 往の 道 路・交通 計 画や 新 規提 案な

ど を 総 合 的 か つ 体 系 的 に 一 元 管 理 す る

「（ 仮 称 ） 川 越 市 総 合 交 通 体 系 調 査 」 を 、

最上 位 計画 と して 最優 先 で策 定 する 。  
（市 民 、市 ）  

短期  
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2 

３ ０ 万 人 規 模 の 都 市

を 前 提 と し た 道 路 ・

交 通 施 設 再 生 計 画 策

定【 最 重要 】  

上 記 No.１ の 「（ 仮 称 ） 川 越 市 総 合 交 通

体系 調 査 」に基 き 、市人 口 キ ャパ シ ティ を

３０ 万 人相 当 の規 模と し た、ゆ とり ある 土

地 利 用 を 前 提 に 、 既 存 の 道 路 計 画 を 見 直

し 、「 歩 行 者 と 環 境 優 先 」 を 基 本 コ ン セ プ

トと す る 、地域 特 性に 応 じた 安 心 、安全 で

快適 な 、環 境 にや さし い 道路 形 態と 交通 シ

ステ ム を「 まち づ くり 専 門集 団 」の 市民 参

画で 策 定す る。（ 市 民、 市 ）  

短期

3 
計 画 的 道 路 整 備 事 業

の推 進 【最 重 要】  

上 記 No.１ の 「（ 仮 称 ） 川 越 市 総 合 交 通

体系 調 査 」に 基 き 、住民 参 画に よ り 、重要

かつ 必 要な 道 路の 優先 順 位に 基 づき 、順 次

整備 を 推進 す る。  

短期

～  

長期
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II 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

②  既 往 交 通 体 系 の 見 直 し と 、 新 た

な交 通 シス テ ム導 入計 画 の策 定  
分科 会 名  

都市基盤分科会 

（道路・交通部会）

理   由  

● 車 優 先 の 基 盤 整 備 は 、 人 間 を 疎 外 し 都 市 環 境 を 破 壊 し 、 今 や 許

容限 界 を超 え てい る。  

● 経 済 効 率 と 利 便 性 を 追 求 す る 既 往 の 交 通 体 系 を 根 幹 か ら 見 直

し 、 人 間 優 先 と 都 市 環 境 の 再 整 備 を テ ー マ と し た 「 新 た な 交 通

シ ス テ ム の 導 入 」 を早 期 に図 ら なけ れば な らな い 。  

現   状  

評価できる点  
①パ ー クア ン ドラ イド な どの Ｔ ＤＭ 施策 の 実験 を 実施 した こ と。  
問題点 

① そ の実 験 を全 市的 規 模で 試 行し なか っ たた め 、未 だに 総 合的

な交 通 シス テ ム導 入へ と 展開 で きな いで い る。 そ の原 因が 、 市

域全 体 の交 通 施策 のコ ン セプ ト が見 られ な い（ あ って も見 え な

けれ ば 無い に 等し い） こ とに あ り、 新た な 交通 シ ステ ムの 構 築

が求 め られ る 。 

② 更に、こうした実験は全市民が能動的に参画してこそ意義があ

るのだが、広報部不足と市民との協働手法を確立せずに実施した

ことが、期待した成果を得られなかったことに起因しており、そ

の後の改善行動が見られない。 

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

新 た な 交 通 シ ス テ ム

導入 計 画の 策 定  
【重 要 】  

● 人 間 優 先 と 都 市 環 境 の 再 整 備 を テ ー マ

と し て 、 市 域 全 体 の パ ー ク ア ン ド ラ イ

ド 、カ ー シ ェア リ ング 、ト ラ ンジ ッ トモ

ール 、自 転 車利 用 促進 策 など の「 新 たな

交通 シ ステ ム の導 入」 計 画を 策 定す る 。 
（市 民 、市 ）  

短期

2 

既 往 都 市 計 画 決 定 道

路 を 見 直 し 、 環 状 道

路 、 放 射 道 路 の 早 期

実現 【 重要 】  

●同 上 計画 を 前提 に、環 状内 都 市計 画道 路

を見 直 す。  
●同 じ く環 状 道路 、放射 道 路 は 、同 上計 画

を許 容 する 道 路形 態に 見 直す 。  
（市 民 、市 、 県、 国）  

短期
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III 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

③ 地域特性に配慮した交通手法の策

定と、安心・安全な生活道路の構築 
分科 会 名  

都市基盤分科会 

（道路・交通部会）

理   由  

● 交 通 施 策 の 欠 如 か ら 、 通 過 交 通 が 幹 線 道 路 を 渋 滞 さ せ 、 裏 道 や

生 活 道 路 を 抜 け 道 に し て 市 民 の 安 全 を 脅 か し 、 本 来 快 適 で ゆ と

りが あ るべ き 生活 空間 ・ 観光 空 間を 破壊 し てい る 。  

● 歩 道 の 整 備 不 足 や 危 険 な 段 差 、 狭 小 幅 員 に 加 え 、 自 転 車 専 用 道

が な く 通 行 ル ー ル の 欠 如 か ら 歩 行 者 と の 錯 綜 な ど 安 全 性 の 確 保

が大 き な問 題 とな って い る。  

● 鉄 道 駅 へ の ア ク セ ス 性 や バ ス な ど の 公 共 交 通 網 と の 連 携 策 な ど

総 合 交 通 施 策 の 立 ち 遅 れ か ら 、 自 家 用 車 の 保 有 を 増 大 さ せ 、 住

宅 地 の 細 街 路 に 至 る ま で 車 を 進 入 さ せ る こ と に な っ た 。 そ の 結

果 、 住 民 の 安 心 と 安 全 を 脅 か し 、 子 供 た ち か ら 遊 び 場 を 奪 う な

ど住 環 境の 悪 化を 招い て いる 。  

● 無 秩 序 に ス プ ロ ー ル し た 市 街 地 近 郊 の 宅 地 開 発 で は イ ン フ ラ 整

備 が 追 い つ か ず 、 災 害 時 の ラ イ フ ラ イ ン 確 保 と 緊 急 車 両 の 進 入

阻害 な ど、 そ の安 全性 が 危惧 さ れて いる 。  

● こ れ ら は 地 域 住 民 の 切 実 な 問 題 で あ る が 、 今 ま で の 整 備 手 法 で

は 解 決 が 難 し く 、 地 域 特 性 に 配 慮 し た 交 通 手 法 を 住 民 参 画 で 策

定 し 、 そ の コ ン セ プ ト に 従 っ て 緊 急 度 と 必 要 性 に 応 じ て 段 階 的

に整 備 して い く手 法の 確 立が 求 めら れて い る。  

現   状  

評価できる点  
① 市 内循 環 のシ ャト ル バス を 運行 した こ と。  
問題点 

① 体 系的 交 通シ ステ ム の立 ち 遅れ から 、 シャ ト ルバ ス活 用 が中

途半 端 にな っ てい るこ と 。 

② 開発と車優先で、都市環境を悪化させ、市民の安心、安全な交

通環境が確保されていない。 

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

地 域 特 性 に 配 慮 し た

道 路 ・ 交 通 計 画 の 策

定【 重 要】  

●地 域 特性 に 合致 した 道 路・交 通計 画を 策

定し 、それ ら にふ さわ し い交 通 手法（循

環シ ャ トル バ ス、カー シ ェア リ ング 、レ

ンタ サ イク ル 、交 通規 制・誘導 な ど ）の

活用 を 図る 。（ 市 民 、市 、 県）  

短期
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2 
安心 で 安全 な 生活 道

路環 境 の構 築【 重要 】 

● 歩 行 者 優 先 で 弱 者 に 優 し い 道 路 形 態 を

確立 す る。  

● 生 活 道 路 の ラ イ フ ラ イ ン は 災 害 に 強 い

構 造 と し 、 緊 急 車 両 の 進 入 を 容 易 に す

る、 安 心で 安 全な 道路 環 境を 構 築す る 。

（市 民 、市 、 県）  

短期

3 

鉄 道 駅 ア ク セ ス 性 ・

利 便 性 改 善 計 画 の 策

定【 重 要】  

● 整 備 の 遅 れ て い る 鉄 道 駅 は 日 常 的 利 用

の観 点 から 、アク セス 性・利 便 性の 向上

を促 進 する 。  

（市 民 、市 、 県、 企業 ）  

短期
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IV 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

④  緑 ゆ た か な ゆ と り あ る 快 適 環 境

空 間 を 創 出 す る 中 心 市 街 地 再 生 計

画の 策 定  

分科 会 名  
都市基盤分科会 

（道路・交通部会）

理   由  

● 中 心 市 街 地 の 交 通 事 情 は 最 悪 の 状 況 を 呈 し 、 市 民 は も と よ り 観

光 客 か ら も 苦 情 が 噴 出 す る 有 様 で あ る 。 市 街 地 活 性 化 計 画 を 策

定 し 、 ネ ッ ク と な っ て い る 重 要 拠 点 を 快 適 環 境 と し て 早 期 に 整

備 す る 必 要 が あ る 。 併 せ て 、 防 災 ・ 環 境 に も 有 効 な 街 路 の 緑 化

も欠 か せな い 。  

● 中 心 市 街 地 活 性 化 の 新 た な 重 要 拠 点 と な る 鏡 山 跡 地 、 織 物 市 場

な ど の 歴 史 ・ 観 光 資 源 を 、 有 機 的 に 連 携 す る サ イ ン 計 画 も 併 せ

て策 定 する 必 要が ある 。  

現   状  

評価できる点  
①  一 番 街 の 電 線 を 地 中 化 し 、 蔵 づ く り の 町 並 み を 伝 統 的 建 造 物

群保 存 地区 に 指定 した こ と。  
②  織 物 市 場 、 鏡 山 酒 造 な ど 伝 統 的 建 築 物 を 取 得 し 、 保 存 ・ 活 用

しよ う とし て いる こと 。  
問題点 

① 中 心市 街 地の 最悪 な 交通 事 情を 改善 で きな い でい るこ と 。 

② 車優先で歩行者や観光客等の安全性が確保されていないこと。

③ 環境・防災・景観等に不可欠な街路樹などの緑が極端に少ない。

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

一 番 街 及 び 周 辺 街 路

の 新 交 通 シ ス テ ム 策

定【 最 重要 】  

● 歩 行 者 優 先 の 新 交 通 シ ス テ ム 実 現 を 目

標に 、ボー ン エル フや ト ラン ジ ット モー

ルな ど の手 法 を早 期に 計 画し 、段階 的に

快 適 街 路 環 境 へ と 再 整 備 す る 。（ 市 民 、

市、 県 ）  

短期

2 
中心 市 街地 の 電線 地

中化 推 進【 最 重要 】  

●同 上 シス テ ム実 現を 前 提に 、仲町 ～本 川

越駅 間 を最 優 先と し、併 せて 歩 道段 差の

解消 な どを 早 期に 実施 す る。  

（市 民 、市 、 県）  

短期

3 

鉄 道 三 線 踏 切 り の 交

通 渋 滞 解 消 と 三 駅 連

携手 法 の策 定  

【重 要 】  

●同 上 シス テ ム実 現を 前 提に 、立体 交差 化

と三 駅 間の ア クセ ス性・利便 性 の向 上に

向け 、有 機 的・効 率的 連 携手 法 を策 定す

る。（市 民 、市 、 県 、国 、 企業 ）  

短期
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4 

観 光 資 源 を 有 機 的 に

連 携 す る サ イ ン 計 画

の策 定 【重 要 】  

●同 上 シス テ ム実 現を 前 提に 、新た な重 要

観光 資 源と な る鏡 山跡 地 、織 物 市場 など

と、既 存観 光 拠点 を有 機 的に 連 携す る道

路・ 交 通サ イ ン計 画の 策 定。  
●国 際 化に 対 応す るサ イ ン計 画 の策 定。  
（市 民 、市 、 県、 国）  

短期

5 

街 路 の 緑 化 推 進 と 維

持 管 理 制 度 の 策 定

【重 要 】  

●街 路 樹や 花 壇を 整備 し 、街 並 み景 観と 快

適で 災 害に 強 い街 路空 間 を創 出 する 。併 せ

て、こ れら を 維持 管理 す る市 民 ボラ ンテ ィ

ア制 度 を構 築 する 。（市 民 、市 ）  

短期
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第三次川越市総合計画

都市基盤分科会

道路・交通
グループ

土地利用・まち

づくりグループ

総論：将来かわごえ像

　　　 人と環境が奏でる
　　　　　新たな文化創造都市かわごえ
　　　～住み続けたくなる成熟した都市をめざして～

河川・上下水・

公園グループ

各論１：
市民参画システム確立による道路・交通再生計画の策
定

各論２：
既往交通体系の見直しと、新たな交通システム
導入計画の策定

各論３：
地域特性に配慮した交通手法の策定と、安心・安
全な生活道路の構築

各論４：
緑ゆたかなゆとりある快適環境を創出する中心市
街地再生計画

作業の流れ アウトプット

各論２：
①新たな交通システム導入計画の策定
②既往都市計画決定道路を見直し、環状道路、放射道
路の早期実現

各論３：
①地域特性に配慮した道路・交通計画の策定
②安心で安全な生活道路環境の構築と整備優先の基準

の確立
③鉄道駅アクセス性・利便性改善計画の策定

各論４：
①一番街及び周辺街路の新たな交通システム策定
②中心市街地の電線地中化推進
③鉄道三線踏切りの交通渋滞解消と三駅連携手法の策
定
④観光資源を有機的に連携するサイン計画の策定
⑤街路の緑化推進と維持管理制度の策定

各論１：
①川越市総合交通体系構築を前提とした調査・計画策定
②30万人規模の都市を前提とした道路・交通施設再生計
画策定

理由：
歴史に育まれた川越の文化を継承しつつ、住民が主役で
ある環境の中において、人づくり・まちづくり等のシステム
（新たな仕組み）を取り入れた、新たな文化創造のまちづ

くりを目指す

【市民参画システムの創設】

「逆転の発想で30万人規模の都市再生、人間と自
然環境を優先するまちづくり」を実現する市民参画シ
ステムの創設
　■最重要施策として、別途提言

■策定キーワード：
　将来像には、すべてに『人／環境／新たな文化創造』のキーワードを直接・間接に含み、その実現に向けて行政と市民が協働するため
に、奏でる（成し遂げる）ことが求められている。
　①歴史に育まれた川越の文化を継承：人／環境／新たな文化創造
　②住民が主役：人／環境／新たな文化創造
　③少子高齢化社会への対応：人／環境／新たな文化創造
　④人づくり（人材育成）と社会環境（地域コミュニティ）：人／環境
　⑤新たなシステム（新たな仕組み）：人／環境／新たな文化創造

　⑥交流環境づくりと交通環境（ソフト／ハード面）：人／環境

　⑦安心・安全・快適：環境／新たな文化創造

　⑧開発から成熟：人／環境／新たな文化創造

■都市基盤分科会：道路・交通グループの提言・施策内容とアウトプット

■前提条件
　●住民参画システムによる策定が基本的条件
　●ユニバーサルデザインや景観は、すべての
　　事業の共通認識事項

  ●少子高齢化社会への質的転換・意識変革に

　　よる『ゆとりある成熟したまちづくり』
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都市基盤分科会（河川・上下水道・公園緑地部会） 

 

③ 総論提言シート 災害に強く安全・安心で生活・産業・社会環境基盤が

整備された住みよいまち 

 

(1)将来かわごえ像
災害に強く安全・安心で生活・産業・社会環境基盤が整

備された住みよいまち 

理由 

 地 球 温 暖 化 ・ 環 境 破 壊 な ど の 影 響 に よ る 気 候 変 動 や 、 地 震 等 自 然 災 害 の 増

加 が 見 ら れ 、 都 市 基 盤 に お け る ラ イ フ ラ イ ン 、 道 路 交 通 施 設 、 公 共 施 設 な ど

の総 合 的災 害 対策 が必 要 であ る 。 

同 時 に 、 集 中 豪 雨 等 に よ る 河 川 ・ 下 水 道 等 が 関 連 す る と 見 ら れ る 都 市 型 水

害対 策 も緊 急 性の ある 課 題で あ る。 

こう し た水 を 中心 とし た 常時・非常 時に わ たる 都 市基 盤整 備 の充 実 を図 り、

安全 ・ 安心 で 、潤 いの あ る住 み よい まち ま ちづ く りを 推進 す べき で ある 。 

 

 

(2)かわごえの現状 

○良い所 

・安 定 した 地 盤と 地理 ・ 地形 に 恵ま れて い る。 

・水 資 源、 河 川を 含む 自 然環 境 に比 較的 恵 まれ て いる 。 

・NGO など 民 間機 関の 活 動が 活 発で ある 。 

 

×悪い所 

・防 災 対策 に 関す る協 議 ・連 携 体制 が不 十 分で あ る。 

・水処理システムが体系化されず、整備に地域的格差があり公平性に欠ける。 

・水と緑豊かな市民公園（避難場所）の計画的配置・整備がなされていない。 

・青 少 年の 健 全・ 育成 の ため の スポ ーツ 施 設整 備 が遅 れて い る。 

・自 然 環境 と の共 生の た めの 施 策が なさ れ てい な い。 

・事 業 計画 に 柔軟 性が な く、 実 施に おい て 一貫 性 ・公 平性 が 見ら れ ない 。 
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(3)将来かわごえ像を実現するための知恵（施策） 

① 水 害防 止 対策 関係 機 関協 議 ・連 携体 制 の確 立 と河 川整 備 （最 重 要） 

② 水 害防 止 対策 の徹 底 と整 備 （重 要） 

③ 下 水処 理 施設 整備 の 体系 化 と徹 底（ 100%処 理）（ 重要 ） 

④ 水 道水 の 安全 確保 と 水資 源 の有 効利 用 （重 要 ） 

⑤  市 民 の 森 公 園 (常 時 )／ 防 災 の 森 公 園 (非 常 時 )整 備 計 画 （ 中 心 市 街 地 及

び各 地 域・ 地 区）（ 重要 ） 

⑥ 自然環境の保全・利用・再生による 樹 木（ み ど り ）の 多 い 自 然 環 境 に

癒さ れ るま ち づく り（ 重 要） 

⑦ 武 蔵野 自 然林 (雑木 林)の 再生 ・ 保 全・ 育 成計 画 の策 定(重要 ) 

⑧ 河 川敷 及 び農 業の 休 耕地 の 有効 利活 用(重 要) 
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I 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

①  水 害 防 止 対 策 関 係 機 関 協 議 ・ 連

携体 制 の確 立 と河 川整 備 （最 重 要 ）
分科 会 名  

都市基盤分科会 

（河川・上下水

道・公園緑地部会）

理   由  

荒川 、新 河 岸 川等 の河 床、河 川 敷は 経年 と とも に､土 砂 が堆 積 し

河 道 が 狭 く 河 床 も 上 昇 す る た め 水 位 が 上 昇 す る 。 ま た 、 び ん 沼 が

有効 に 使用 さ れて いな い 。 

現   状  

新河岸川方水路の渋井横流式越流堤防の横流部が狭く、びん沼に

水の流れ込みが悪く、びん沼が有効に機能を発揮していない。 

大雨ごとに河床の上昇があり、随時適切な計測と浚渫が必要である。

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

水 害 防 止 対 策 関 係 機

関 協 議 ・ 連 携 体 制 の

確立 （ 最重 要 ） 

水 害 は 水 系 全 体 と 関 係 す る 市 町 村 及 び

河 川 管 理 者 が 緊 密 な 協 議 と 連 携 の 基 に 防

止対 策・監 視 体制 維持 を 行わ な けれ ばな ら

ない 。 

とも す ると 、市 と して 国 、県 など の 上位

管 理 者 と 密 接 な 協 議 や 連 携 を 行 え な い 状

況が 多 いよ う に見 受け ら れる が 、直 接的 被

害 は 常 に そ の 流 域 に あ る 市 町 村 が 蒙 る こ

とを 念 頭に 、国 、県は 勿 論 、流 域 関 係市 町

村 へ 呼 び か け 理 想 的 な 体 制 を 構 築 す べ き

であ る 。 

短期 

随時 

2 

荒 川 等 の 河 床 ､ 河 川

敷 の 維 持 管 理 の 徹 底

と整 備(最 重要 ) 

荒 川 ､墨 田 川 の 河 床 、 河 川 敷 を 随 時 ま た

は定 期 的に 計 測し 、河 川 設計 値 の深 さま で

浚渫 す る。特 に河 口付 近 の浚 渫 が効 果的 で

ある 。（ 国 土交 通 省 ） 

短期 

随時 

3 

新 河 岸 川 等 の 河 床 ､

河 川 敷 の 維 持 管 理 の

徹底 と 整備 

(重 要) 

新河 岸 川等 の 河床 、河 川 敷を 随 時ま たは

定期 的 に計 測 し、河川 設 計値 の 深さ まで 浚

渫す る。（ 埼玉 県 、 東京 都 ） 

短期 

随時 

4 
渋 井 横 流 式 越 流 堤 防

の改 善(重 要) 

びん 沼 に十 分 水が 流入 す るよ う に、横流

部を 適 切に 拡 大す る。 (埼 玉 県) 

短期 
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II 各論提言シート 

提   言  

施策 名  
② 水害防止対策の徹底と整備（重要） 分科 会 名  

都市基盤分科会 

（河川・上下水

道・公園緑地部会）

理   由  

進 行 す る 都 市 開 発 、 恒 常 化 す る 集 中 豪 雨 な ど に よ り 、 局 地 的 に

水 害 が 繰 り 返 し 発 生 す る こ と へ の 緊 急 か つ 徹 底 し た 防 止 対 策 と 整

備が 必 要で あ る。 

現   状  

集 中 豪 雨 等 と 河 川 整 備 、 下 水 処 理 施 設 整 備 が 体 系 的 に 整 備 さ れ

て い な い こ と な ど が 相 ま っ て 、 内 水 に よ る と み ら れ る 水 害 が 、 特

定地 域 に繰 り 返し 発生 し てい る 。 

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

河 川 ・ 河 川 施 設 、 排

水 溝 の 管 理 の 徹 底

（最 重 要） 

河川・河 川施 設(水 門､排水 ポ ンプ 等)、雨

水 排 水 溝 の 検 査 、 運 転 ､維 持 に 関 す る 管 理

マ ニ ュ ア ル の 充 実 と そ れ に 基 づ く 実 施 及

び情 報 開示 （ 市・ 関係 部 、課 ） 

短期 

2 

雨 水 排 水 溝 未 整 備 地

域 等 の 迅 速 な 整 備

（重 要 ） 

雨 水 下 水 合 流 式 の 地 域 ､局 地 的 な 水 害 が

置 き や す い 地 域 を 中 心 に 実 施 す る 。 (市 ・

関係 部 、課 ) 

短期 

3 

雨 水 の 一 時 貯 水 施 設

の適 正 な設 置 

(重 要) 

一 度 に 河 川 へ の 放 流 が 困 難 あ る い は 危

険な 地 域は 、雨 水 排水 区 毎に 、一 時 貯水 池

等を 設 置す る 。ま た 、地 域 に よっ て は浸 透

式併 用 も実 施 する 。（市 ・ 関係 部 、課 ） 

中期 

4 

一 般 家 庭 で の 雨 水 活

用 の 啓 蒙 と そ の シ ス

テム づ くり 

一 般 家 庭 で の 雨 水 貯 水 槽 等 の 設 置 は 水

害 対 策 と 同 時 に 水 資 源 の 有 効 活 用 と な る

こと も 含め 啓 蒙に 努め る とと も に、迅速 な

普 及 の た め の 助 成 制 度 も 含 め た シ ス テ ム

を構 築 する 。 

短期 

～  

中期 
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III 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

③  下 水 処 理 施 設 整 備 の 体 系 化 と 徹

底（ 100%処 理）（ 重要 ） 
分科 会 名  

都市基盤分科会 

（河川・上下水

道・公園緑地部会）

理   由  

下 水 処 理 施 設 の 地 域 地 区 に 適 合 し た 施 設 整 備 と 適 正 な 維 持 管 理

体制 の 確立 が 急務 であ り 、早 急に 処 理普 及 率 100%を 達成 さ せる

と 同 時 に 各 方 式 間 で 維 持 管 理 体 制 等 に 格 差 を 生 じ さ せ な い 体 制

と、 適 切な 運 営化 必要 で ある 。 

現   状  

下 水 処 理 施 設 に は 、 公 共 下 水 道 、 農 業 用 排 水 処 理 、 個 別 合 併 浄

化 設 備 の ３ 方 式 が あ り 、 そ れ ぞ れ 地 域 ・ 地 区 別 に 普 及 ・ 整 備 が 図

ら れ て い る が 、 人 口 密 度 や 家 屋 の 密 集 度 な ど に 基 づ く 適 正 な 体 系

化 が 図 ら れ て い る と は い い に く く 、 方 式 間 で 維 持 管 理 を 含 め 格 差

がみ ら れる 状 況に ある 。 

ま た 、 宅 地 造 成 や 団 地 開 発 等 と の 連 携 も 十 分 と は い え ず 、 地 域

格差 が 生じ 、 その 解消 ま でに か なり のタ イ ムラ グ があ る。 

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

下 水 処 理 施 設 の 完 全

公 営 事 業 化 と 普 及 に

対 す る 措 置 及 び 対 策

（重 要 ） 

最上 位 に公 共 下水 道が あ り、最 下位 に個

別 合 併 浄 化 設 備 が あ る と い っ た 従 来 の 概

念を 改 め、個 別合 併浄 化 設備 に 関し ても 公

営施 設 とし て 認定 し、そ のた め の維 持管 理

及 び 設 置 費 用 等 で 県 等 の 関 係 機 関 と の 協

議を 踏 まえ 、負担 軽減 を 図り 都 市基 盤と し

て の 整 備 を 徹 底 さ せ る 。（ 県 、 市 、 市 民 、

業界 団 体） 

短期 

2 
下 水 処 理 施 設 の 体 系

的普 及 と（ 重 要） 

地 域 別 ま た は 地 域 指 定 に よ る 下 水 処 理

施 設 方 式 を 決 定 し 、 災 害 対 策 等 も 含 め 適

性・ 迅 速な 普 及を 図る 
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IV 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

④  水 道 水 の 安 全 確 保 と 水 資 源 の 有

効利 用 （重 要 ） 
分科 会 名  

都市基盤分科会 

（河川・上下水

道・公園緑地部会）

理   由  

水 道 水 の 安 全 確 保 と 雨 水 も 含 め た 水 資 源 の 有 効 利 用 は 省 資 源 化

を 図 る と 同 時 に 、 災 害 時 に 対 す る 対 策 と し て ラ イ フ ラ イ ン を 補 完

す る 役 割 や 、 市 内 に お け る 潤 い の 演 出 に も 欠 か せ な い こ と か ら 、

下 水 対 策 と も 合 わ せ て 水 に 関 す る 常 時 ・ 非 常 時 に 対 応 し た 独 自 の

シス テ ムを 構 築す べき で ある 。 

現   状  

・川 越市 の 水道 水 は県 水 90%、地 下 水 10%の 混 合と さ れる た め、

水質 検 査の 一 本化 が図 ら れて い ない 。 

・ 雨 水 利 用 が 体 系 化 制 度 化 さ れ て い な い た め 、 有 効 利 用 さ れ て い

ない 。 

・非 常 時・ 緊 急時 の水 対 策が 立 てら れて い ない 。 

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 
水 道 水 の 水 質 検 査 体

制の 確 立 

取水 時 公共 施 設末 端で の 検査 も 併用 し、

安全 性 の管 理 に万 全を 期 すと と もに 、検 査

結 果 の 公 表 を 広 報 な ど で 定 期 的 に 行 う 体

制を 作 る。 

（市 ） 

短期 

2 

大 型 店 舗 事 業 所 、 集

合 住 宅 、 医 療 施 設 等

で の 雨 水 利 用 計 画 と

推奨 ・ 認定 制 度 

民間 機 関に お いて 省資 源・災 害 対策 に対

す る 対 応 を 利 用 計 画 と い う 形 で 策 定 を 求

め、一 定以 上 の基 準を 満 たし た もの につ い

ては 非 常時 の 特定 給水 施 設と し て公 表し 、

準公 共 施設 と して 認定 。一定 の 優遇 措置 を

講じ る。（ 店舗 、 事 業所 等 ） 

短期 
～  

中期 

3 

一 般 家 庭 に お け る 雨

水 利 用 計 画 に 対 す る

推奨 ・ 認定 制 度 

同様 に 、一 般 家庭 にお い ても 雨 水利 用計

画 に つ い て 一 定 の 基 準 を 満 た し た も の に

つい て は推 奨 、ま たは 認 定し 一 般に 公表 す

る。 (市 民) 

短期 

～  

中期 

4 

水 資 源 有 効 利 用 に 関

す る 情 報 の 公 開 と 顕

彰制 度 

上・中 水を 中 心に 水資 源 の有 効 活用 事例

及び 利 用状 況 を定 期的 に 公表 し 、顕 彰を 制

度化 す る。 (市 ) 

短期 
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V 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

⑤  市 民 の 森 公 園 (常 時 )／ 防 災 の 森

公園（非 常 時）整備 計画（中 心 市街

地及 び 各地 域 ・地 区）（重 要 ） 

分科 会 名  

都市基盤分科会 

（河川・上下水

道・公園緑地部会）

理   由  

常 時 は 市 民 の 誰 も が 身 近 に 四 季 折 々 の 自 然 を 感 じ 、 潤 い と 安 ら

ぎ を 得 ら れ 、 気 持 ち 良 く 散 策 で き る 憩 い 場 で あ り 、 災 害 な ど の 非

常 時 に は 避 難 場 所 と し て の 機 能 ・ 設 備 を 備 え た 地 区 公 園 が 必 要 で

ある 。（ 避 難距 離 に あた る 半 径 500m 以内 を 基準 と する ） 

現   状  

常時 ・ 非常 時 に対 応で き る公 園 整備 は急 務 であ る 。  
問題 点  
●  中心 市 街地 に おい ては 公 園整 備 が十 分で な い。  
●  非常 時 の避 難 場所 が学 校 施設 の みの ため 配 置が 偏 って いる 。  
●  川越 駅 西口 な どの 密集 地 に空 白 域あ り、早急 な 整備 が 必要 と さ

れる 。  
●  市内 全 域に 地 域地 形の 特 色を 生 かし・多様 多 目的・地 域を 含 み

地 域 に 調 和 し た 広 い 意 味 を 持 っ た 緑 と 水 の あ る 公 園 整 備 が さ

れて い ない 。  
 

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

初 雁 城 総 合 歴 史 公 園

の 整 備 の 推 進 （ 観 光

を 視 野 に 駐 車 場 の 整

備 ・ 防 災 対 策 を 包 括

した 計 画）（重 要 ）  

城跡 歴 史公 園・市 民の 憩 いの 場 公園 とし

て総 合 的か つ 一体 的に 整 備す る 。  
・川 越 城本 丸 御殿 、・富 士 見櫓 、  
・三 芳 野神 社、・ 市 営プ ー ル、  
・滝 の 下浄 水 場、・ 初雁 球 場、  
・博 物 館、・美 術 館 とそ の 周辺  

（行 政 ・市 民 ）  

短期  
～  

長期  

2 

伊 佐 沼 水 辺 総 合 公 園

の整 備 の推 進 

（重 要 ） 

伊 佐 沼 水 辺 総 合 公 園 を 市 民 参 加 で 総 合

的か つ 一体 的 に整 備し 、広域 地 域の 自然 環

境重 視 の総 合 教育・体験・リ ク レー ショ ン

の場 と 防災 対 策を 包括 し て計 画 する 。 

●  水辺 の 自然 ・ 湿性 動植 物 の環 境 保 

● 子供たちの自然環境教育の場(ビオトープ)

●  農業 体 験の 場 

●  自然 の 中で 遊 びの 場・釣り の 場・冒 険 の

広場 等 。 

短期 

～  

長期 
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●  対象 地 域 

・ 伊 佐 沼 、 伊 佐 沼 公 園 、 農 業 ふ れ あ い セ ン

タ ー 、 市 民 農 園 、 薬 師 神 社 、 伊 佐 沼 代 用

水 、 鴨 田 排 水 路 、 九 十 川 と そ の 周 辺 （ 行

政・ 市 民） 

3 

新 河 岸 川 流 域 親 水 公

園 の 整 備 の 推 進 ( 旧

赤間 川)（ 重要 ） 

市 民 の 身 近 な 健 康 /癒 し /コ ミ ュ ニ テ ィ /

憩い の 場、 安 全な 散策 の 場の 整 備. 

● 川 越 市 街 を ほ ぼ ２ ／ ３ 周 す る 新 河 岸 川

の両 側 を櫻 並 木・散策 路・観賞 魚・自然

野 鳥 ・ 適 当 な 間 隔 に 小 公 園 (ポ ケ ッ ト ハ

ー ク )等 配 し 、 市 民 の 健 康 と 憩 い の 場 と

な る よ う に 総 合 的 か つ 一 体 的 に 整 備 す

る。（行 政 ・市 民 ）  

短期 

～  

長期 

4 

湧 水 個 所 を 中 心 に 緑

豊 か な 憩 い の 場 と し

て保 全 ・整 備 

市 内 の 湧 水 個 所 の 保 全 と そ の 周 辺 を 含

め た 水 と 緑 の 憩 い の 場 と し て 整 備 す る 。

（行 政 ・市 民 ） 

短期 

中期 

5 
公 園 墓 地 の 整 備 の 推

進（ 重 要）  

昭和 ３ ０年 合 併時（ １０ ５ 千 人 ）が 現在

（３ ３ ２千 人 ）で 増加 し た人 口 の７ 割が 地

方か ら の集 ま りで あり 、その 人 々が 高齢 化

し て き て お り 、 墓 地 公 園 の 整 備 を 推 進 す

る。（行 政 ・市 民 ）  

短期  

～  
長期  

6 

市 民 芸 術 の 森 公 園 ／

防 災 の 森 公 園 整 備 の

推進 （ 重要 ）  

市 民 芸 術 の 森 公 園 ／ 防 災 の 森 公 園 を 川

越の 新 しい 顔 とな る中 央 公園 と して 、水 と

緑と 文 化の 香 りの 漂う 憩 いの 場 、同 時に 中

央避 難 場所 と して 十分 な 機能・施設 を整 備

する 。  
●  川 越 駅 西 口 再 開 発 地 区 に 広 域 行 政 総 合

セン タ ーと 一 体的 に整 備 。  
●  避難 場 所の 空 白域 を解 消 する 。  

（行 政 ・市 民 ）  

短期  
～  

長期  
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VI 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

⑥  自 然 環 境 の 保 全 ・ 利 用 ・ 再 生 に

よ る 樹 木 (み ど り )の 多 い 自 然 環 境

に癒 さ れる ま ちづ くり （ 重要 ） 

分科 会 名  

都市基盤分科会 

（河川・上下水

道・公園緑地部会）

理   由  

市 内 に は 多 く の 河 川 (入 間 川 ・ 小 畦 川 ・ 新 河 岸 川 等 )の 敷 地 を 自

然 環 境 の 保 全 と 再 生 に 合 わ せ た 憩 い の 場 と し て 有 効 利 用 を 図 る 。

市 内 を 心 安 ら ぐ 樹 木 の 多 い み ど り （ 緑 地 率 の 増 進 ） の ま ち に 整 備

する 。 

現   状  

河 川 敷 は 部 分 的 か つ 短 絡 的 に 利 用 さ れ 、 自 然 環 境 (み ど り )を 考

えた 利 用や 適 切な 管理 が され て ない 。（樹 木と あ し等 の 雑 草を 全 て

切 り 払 っ た 砂 の 更 地 の 運 動 場 や 危 険 な ゴ ル フ と 模 型 飛 行 機 の 練 習

に使 わ れて い る。）市全 域 でこ こ 30 年間 で 樹木 (み ど り)量が お お

よそ 半 分に 減 少し た。 

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

河 川 の 自 然 環 境 保

全 ・ 再 生 と 憩 い 場 づ

くり の 整備 

（重 要 ） 

河 川 管 理 を 前 提 に 河 川 敷 全 体 を 市 で 占

用許 可 を受 け て 、市民 参 加で 、自 然 環境 の

保全 と 総合 的 な土 地利 用 計画 の 策定 をし 、

整備 シ ステ ム の構 築を 図 る。 

●自 然 環境 の 保全 と再 生 

・ 河 川 管 理 を 考 え 創 意 工 夫 凝 ら し 河 川 環 境

に 適 し た 樹 木（ 桜 並 木 等 ）の 管 理・育 成 。

● 利 用 計 画  

・ 自 然 な み ど り と 水 が 奏 で る 、 心 と 体 の 健

康 増 進 の 憩 い の 場 の 整 備 。  

 

・み どり(樹 木 や芝)の運 動 公園 (野 球、サ

ツカ ー 、ラ ク ビー 、グ ラ ンド ゴ ルフ 、

土俵 、 テニ ス 等) 

・自 然 生か し た迷 路 の遊 び 場、冒 険広 場 、

・動 物 ふれ あ い広 場、 ド ック ラ ン 

・ビ オ トー プ 、釣 り場 、 水遊 び 場 

・キャンブ場、バーべキュー広場、散策道

・防 災 ヘリ ポ ート 

(行 政、 市 民) 

短期 

～  

長期 
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2 

自 然 環 境 の 保 全 ・ 再

生 で 緑 地 率 増 進 （ 重

要） 

●樹 木 伐採 届 け出 ・緑 化 率維 持 確認 制度 

・対 象 ：市 内 全域 の公 共 、公 益 施設 内の

全て の 樹木 、 企業 と工 場 内の 樹

木、 一 般宅 地 内と その 周 りの 樹

木、 平 地林 、 畑、 水田 、 雑種 地

等の 全 ての 土 地と その 周 辺 

・伐 採 する 場 合に 届け 出 て、 そ れに 変わ

る樹 木 を植 樹 等、 緑化 率 維持 す るこ と

を原 則 とし て 義務 付け る 。 

●地 域 樹木 保 全・ 育成 ・ 増進 調 査・ 計画 

・調 査 対象 ： 市全 域 

・調 査 方法 ・ 内容 （現 状 把握 ・ ） 

地 域 の 環 境 、 景 観 、 防 災 等 の た め 、 市

内を 1ｈ ａ のメ ッ シュ に 切り 、 樹木 の

面積 割 合を 算 出。 

樹木 分 布マ ッ プ作 成。 

・樹 木 育成 ・ 増強 計画 

樹 木 分 布 マ ッ プ 作 成 を 基 に 10%増 の

樹 木 (緑 化 ・ 防 災 を 考 え て )面 積 割 合 及

び 分 布 計 画 を 策 定 ・ 公 表 し 、 育 成 ・ 増

強 を 呼 び か け 市 民 ・ 企 業 等 の 協 力 を 求

める 。 樹木 育 成計 画マ ッ プ作 成 。 

潤い 、 防災 両 面か ら啓 蒙 活動 を 行う 。

公共 施 設・ 用 地で の植 樹 計画 ・ 実施 。

(行 政、 市 民) 

短期 

～  

長期 
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VII 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

⑦ 武 蔵野 自 然林 (雑木 林)の 再生・保

全・ 育 成計 画 の策 定(重要 ) 分科 会 名  

都市基盤分科会 

（河川・上下水

道・公園緑地部会）

理   由  

失 わ れ つ つ あ る 武 蔵 野 の 自 然 林 を 再 生 、 保 全 、 育 成 を 図 り 、 都

市 化 を 抑 制 し て 、 市 民 の 潤 い ・ 憩 い の 場 、 小 中 学 生 の 自 然 環 境 教

育の 場 とし て 整備 する 。 

現   状  

く ぬ ぎ 山 地 区 は 自 然 林 が 大 規 模 (152ｈ ａ う ち 川 越 市 38.4ｈ

ａ)に集 積 して い る 。こ こ に資 材 置場 、産 廃 関連 施 設、 工場 倉 庫、

等 が あ り (18%)、 更 に ゴ ミ 不 法 投 棄 と 不 法 の 乱 開 発 が 発 生 。 全 国

的に も 有数 の 公害 地域 と なっ て いる 。早 急 な対 策 が必 要で あ る。

仮 称 川 越 森 林 公 園 は 自 然 林 が 中 規 模 (市 内 45ｈ ａ )に 集 積 し て

いる 地 区に つ いて は再 生 、保 全 計画 が進 行 中で あ る。 

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

武 蔵 野 自 然 林 再 生 ・

保 全 ・ 育 成 事 業 の 展

開(重要 ) 

武蔵 野 自然 林 再生 ・保 全 ・育 成 事業 。 

●対 象 地域 （ 重点 地域 ） 

・福 原地 区 くぬ ぎ 山自 然 林（ 関係 市 町と

連携 ） 

川越 市 、所 沢 市、狭山 市 、三 芳 町に ま

たが る 地域 

・仮 称 ・川 越 森林 公園 の 自然 林 

砂新 田 ・下 松 原・ 今福 ・ 砂久 保 

●再 生・保 全・育 成事 業 の推 進 する シス テ

ムの 構 築 

●現 状 調査 （ 早期 ） 

●地 権 者と 合 意形 成を 図 る 

 (行政 、 市民 、 地 権者 、 企業 ) 

短 期

～  

中期 

2 

自 然 林 保 全 の た め の

規 制 (抑 制 )、 監 視 の

実施 (重 要) 

土 地 の 区 画 形 質 の 変 更 を 規 制 ま た は 抑

制。 都 市計 画 決定 

●無秩序な開発規制、使用用途の変更届出制

・資 材 置場 、産 廃 施設 、工場 倉 庫、住宅

建設 等 への 変 更 

●監視による乱開発やゴミの不法投棄抑制 

(行 政、 市 民、 地 権 者、 企 業) 

短 期

～  

長期 
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3 

緑地保全活動と自然林

公 園 指 定 制 度 の 検 討

（重要） 

● ボ ラ ン テ ィ ア 及 び 学 校 の 課 外 活 動 に よ

るの 樹 林保 全 管理 活動  (下 刈り 、 植 林、

散策 路 整備 等)の 実 施。 (定 期 的実 施) 

●自 然 林公 園 とし ての 指 定制 度 の検 討（ 地

権者 と 調整 ） 

・ 市 民 の 憩 い の 場 、 学 校 教 育 の 自 然 学 習

の 場 と し 一 定 期 間 、 市 が 管 理 。 優 先 的

買収 制 や免 税 措置 等 

（行 政 、市 民 、地 権者 、 企業 ） 

短期 
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VIII 各論提言シート 

提   言  

施策 名  

⑧  河 川 敷 及 び 農 業 の 休 耕 地 の 有 効

利活 用(重 要) 
分科 会 名  

都市基盤分科会 

（河川・上下水

道・公園緑地部会）

理   由  

青少 年 のス ポ ーツ を通 し てル ー ルと 共同・協力 を 通し て 心・技・

体 の 健 全 な 育 成 ・ 体 力 増 強 を 図 り 、 ス ポ ー ツ 全 般 の 振 興 を も 促 進

する 。 

現   状  

公 園 で の 各 種 球 技 が 行 え な い 現 状 で は 、 各 種 屋 外 ス ポ ー ツ を 体

験 す る 出 会 い が 失 わ れ 、 ス ポ ー ツ を 通 し て 心 と 体 の バ ラ ン ス や 技

術 を 磨 く 忍 耐 ・ 努 力 ・ 情 熱 と い っ た 健 全 な 成 長 を 促 す 精 神 ・ 肉 体

の健 全 な育 成 を大 きく 阻 害す る こと にな る 。 

幸 い 、 市 周 辺 部 の 河 川 敷 や 農 業 の 休 耕 地 が 点 在 し て い て 、 河 川

環 境 や 農 業 環 境 を 害 し な い 範 囲 で 様 々 な 球 技 施 設 と し て の 利 用 が

可能 で ある 。 

具体 的 な提 言 の内 容  

No. 事業 名  詳細 (実 施 主体 ) 
実施

時期

1 

市 内 河 川 敷 全 般 の 総

合 整 備 と 利 活 用 計 画

（最 重 要） 

河川 環 境に 適 合す る形 で 、河 川 敷全 体を

総 合 的 ス ポ ー ツ 施 設 と し て の 整 備 と そ の

利活 用 計画 を 策定 し、関 係機 関 と建 設的 に

協議 、 実施 に 向け たシ ス テム を 構築 する 。

(市 、市 民 、各 種 ス ポー ツ 団体 、 企業 ) 

短期 

2 

総 合 整 備 ・ 利 活 用 計

画 に 基 づ く 運 営 管 理

シス テ ムの 構 築 

(重 要) 

各 種 ス ポ ー ツ 団 体 に よ る 協 議 会 を 設 置

し協 議 の基 づ き 、安全 で・円 滑な 運 営管 理

体制 を 確立 。同時 に利 活 用マ ニ ュア ルの 作

成 及 び そ の 遵 守 。（ 市 、 市 民 、 各 種 ス ポ ー

ツ団 体 協議 会 、企 業） 

短期 
～  

中期 

3 

現 在 利 用 し て い る 河

川 敷 の ス ポ ー ツ 施 設

の拡 充 整備 

（重 要 ） 

安 比 奈 地 区 等 現 在 利 用 し て い る 各 施 設

の拡 充 と 、グ ラ ン ド整 備 、仮設 ト イ レ・休

憩・給 水設 備 等増 設を 含 む内 容 の充 実を 図

る。 

（市 、 市民 、 各種 スポ ー ツ団 体 、企 業） 

短期 

4 
農 業 休 耕 地 及 び 未 利

用雑 種 地の 有 効利 用 

休 耕 地 及 び 雑 種 地 を 市 が 無 償 で 借 り 整

備し 、各 種 スポ ー ツグ ラ ウン ド とし て 、整

備し 、青 少 年の 健 全育 成 、市 民の 健 康増 進

を 図 る た め 活 用 す る 。（ 市 ・ 各 種 ス ポ ー ツ

団体 、 市民 、 企業 ） 

 

 


